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委 員 会 議 事 録 

１ 教育委員会関係分 

 （１）その他（所管事務調査） 

質 疑 

○田中委員 

 数点質問していきたいと思います。まず、給食センターについてなんですが、このた

び、９月１日にフェイスブックページを開設されたとお聞きしておりますが、その経緯

と目的についてお聞かせください。 

○呉橋学校給食センター所長 

 それでは、フェイスブックの立ち上げについてお答えをいたします。 

 まず、経緯でありますが、今回、市の情報部門を所管しております政策企画部におい

て、光市フェイスブック運用ガイドラインが定められました。これによって、フェイス

ブックを活用しての情報発信が可能になったことから、日々の給食の写真と献立等につ

いて９月１日から掲載を始めたものでございます。 

 そして、この目的、なぜフェイスブックを始めたかという目的でありますが、既に御

承知のように、本センターは給食を題材とした食育推進の施設としての役割も担ってお

ります。そういう中でさまざまな取り組みをしておるわけですが、その取り組みの一つ

として積極的な情報発信がございます。 

 新センター稼働開始後、市のホームページで給食の写真を掲載していますが、もっと

多くの市民、人々に頻繁に、そして、気軽に給食の写真、献立等を見てもらうことで、

市民の方々が本市の学校給食を知り、そして、身近に感じ、さらには食に関心を持って

もらうことを目的に、今回フェイスブックという取り組みを始めたところでございます。 

○田中委員 

 わかりました。なかなか市のフェイスブックの運用ガイドラインができたということ、

このあたりはちょっとここで聞くことじゃないとは思うのですが、なかなか検討中の中

からフェイスブックの活用というものがない中で、今回給食センターが活用されるとい

うことで、すごいいいことだなと思って、食育を中心にということだったのですが、情

報公開とか発信を行っていくことによって、本当、給食の安心安全を届けることになり

ますし、また、保護者の方とか見ていただいている方から応援をしていただけるように

なると思いますので、今後もぜひこういったものを活用して給食センターなのだけど、

ほかの部署にも波及していくような先進的な取り組みとして活用していただけたらと思

います。 

 それで、２点目にいきますが、毎年、今、光市通学路合同点検会議というものを開催

していたかと思うのですが、今年度の取り組みについて、昨年ですと、夏あたりにあっ

たかと思うのですが、今の取り組み状況についてお聞かせください。 
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○石丸学校教育課長 

 今年度の点検会議につきましては、今、10月中旬に開催する予定で、関係機関と調整

中でございます。 

○田中委員 

 10月中旬に開催予定ということで、通学路交通安全プログラムの中でＰＤＣＡサイク

ルを繰り返して実施するということで取り組まれていると思うのですが、このたび、例

年は夏ごとにあったかと思うのですが、少しスケジュールがおくれているという点の理

由についてお聞かせいただければと思います。 

○石丸学校教育課長 

 少しスケジュールがおくれているのですけれども、ジャンボリーとかいろんなことの

行事が重なりまして、現在、確かに、各学校では当然４月からいろいろ教職員を中心と

して、その通学路については、いろんな課題があれば、緊急性があれば、またこちらの

ほうに連絡するということになっております。 

 安全対策会議につきましては、現在のところ、10月の実施に向けて、各学校から新規、

それから、継続含めて情報が上がってきております。その中で新たに提出された危険箇

所の歩道整備、あるいは信号機の設置など、ハード対策のこれについては必要性とか緊

急性、それから、交通規制や見守り隊の強化などのソフト対策については、有効性とか、

そのあたりのことについて今情報収集を行っているところでございます。 

○田中委員 

 わかりました。この通学路点検なのですが、本当に所管をまたぐことなり、この点検

会議によって、すごい改善が図られるものだと思っておりますので、ぜひ多くの方から

意見を聞いて改善に取り組んでいただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 続いて、いじめ対策問題協議会についてお聞きしたいのですが、第１回協議会が開催

されたときに、委員の方から、今、各学校で心のアンケートを行っておると思うのです

が、岩手県で７月に起きたいじめによる自殺では、生徒と担任間でやり取りしていた生

活記録ノートに生徒が助けを求めていたのに、担任の対応が悪くて、周りが知らずに起

こってしまった事件だということが発覚しました。その中で、第１回協議会のときに委

員の方から、心のアンケート、週末は家庭に持ち帰って、家庭とも情報の共有を行った

ほうがよいのではないかという意見があったと思うのですが、このあたり、非常に有効

だと思うのですが、改善についてどのように取り組まれているのかお聞かせください。 

○石丸学校教育課長 

 御承知のように、今、各小中学校において、週１回アンケートを実施しております。

いじめの対策協議会の中でも出たかと思うのですけれども、アンケートの内容について
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は、例年、見直しをしながら、より精度の高いものになるようにということをお願いし

ております。対策協議会の中の意見も踏まえまして、10月に実施予定の生徒指導主任会、

この中で、各学校のアンケートを持ち寄りまして、質問項目等の情報共有、情報交換、

そして、改善点等について協議することとしておりまして、その際、家庭への持ち帰り、

これについても協議する予定でございます。 

○田中委員 

 それぞれアンケートについても、その協議会の中でも各学校にお任せしてやっている

という状況があったのですが、そういったところで情報提供をして、しっかり方向性を

持って、やっぱり有効なものはぜひ市内共通してやろうという取り組みで積極的に行っ

ていただけたらと思いますので、10月に実施されるということなのでよろしくお願いし

たいと思います。 

 続きまして、図書館についてなんですが、今年度新しいシステムを導入するというこ

とで予定をされていると思いますが、進捗状況についてお聞かせいただければと思いま

す。 

○末岡図書館長 

 図書館システムの再構築につきましては、地域を支える情報拠点としての図書館サー

ビスの一層の充実を図るため、蔵書の管理、検索、予約、貸し出しなどに係る基幹シス

テムについて、利用者にとってよりわかりやすく、使いやすいものとするために、また、

あわせて業務の効率化、維持管理費の縮減を図るため実施してまいるものでございます。 

 進捗状況につきましては、年度当初から準備を進めておりまして、６月に公募型プロ

ポーザル方式の告示を行い、最終的には、３者の応募があり、提案書に基づく事前のデ

モンストレーション審査、プレゼンテーション及びヒアリング審査を行い、今月初めに、

優先交渉権者を選定いたしました。現在、契約内容の最終調整を行っており、今後、契

約締結の後、システム構築作業に入り、来年３月１日の正式稼働に向けて導入業務を進

めてまいることとしております。 

 また、新図書館システムでは、サーバーを図書館内に置かず、インターネット経由で

利用するクラウド型を前提としておりまして、利用者サービスの向上を図るため、新た

に子供向けのタッチパネルによる図書検索端末の導入や、館内の全ての図書検索端末に

レシートプリンターを導入し、貸出や予約の際の手続を簡略化すること、図書検索では、

検索結果がよりわかりやすくなるような機能も導入予定をしております。 

 また、利用者自身が貸出履歴を自分のパソコン等に保存することができるような機能、

さらに図書館利用者によるレファレンス機能の充実を図るため、スマートフォンやタブ

レットなどを利用して、さまざまな情報を簡単に得ることができるサービスの導入もす

ることも検討しているところでございます。 

○田中委員 

 詳細にわたってありがとうございます。３者がプロポーザルで競って選ばれたという
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ことで、デモもプレゼンも行われたということで、競ってできたものなので、多分すご

いいいものが出てくるのだろうなと期待しているところですし、市民の方も多くの方が、

このシステムの改修には期待しているとこだと思いますので、引き続き、しっかり取り

組んでいただけたらと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、もう一点お聞きしたいのですが、伊藤公資料館の企画展についてなのですが、

このたび企画展がスタートしてオープニングセレモニーのほうにも参加させていただき

ましたが、非常に魅力ある展示で来場者の方も喜ばれていたのではないかと思います。

１点その中でお尋ねしたいのですが、多くの方が訪れていますが、現在、伊藤公資料館

のお土産として買って帰れるものは、どのようなものがあるのかお尋ねしたいと思いま

す。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 御承知のとおり、今月９月２日から企画展「伊藤ドラマ第１編」が開催いたしまして、

過日のオープニングセレモニーは多くの方に御来場いただきまして、大変ありがとうご

ざいました。現在、順調な運営を行っているとこでございます。 

 お土産につきましての御質問でございますが、伊藤公資料館において今販売しており

ますのは、伊藤公テレホンカードと、もう一点、先般発刊いたしました冊子「未来をひ

らく光の歴史文化」、この２点でございます。 

○田中委員 

 テレホンカードを販売されているのですか。済みません、テレホンカードも販売され

ているのですか。 

○委員長 

 質問ですか、再質問、どうぞ。 

○田中委員 

 テレホンカードも販売しているということで、実は僕は存じてなかったので、申しわ

けなかったです。それで、質問じゃなくて大丈夫です。 

 それで、今回、企画展を行われているということで、この企画自体が職員の手づくり

とお聞きしておるのですが、この内容について、もう少し詳しくお聞かせいただければ

と思います。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 先ほど少し述べましたとおり、現在、明治維新150年に向けまして、「伊藤公ドラマ

第１編」を開催しているところでございます。開催に当たりましては、まず、職員で内

容につきまして検討いたしまして、その後、調査研究、資料収集、準備、展示方法等の

検討及びその作製、これまで全て職員が行っておるとこでございます。 
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○田中委員 

 私も見させていただいて、職員が手づくりされた展示という部門で、すごく内容も充

実していて、学びたいと思って見たわけなのですが、すごく充実していて、実は見ただ

けでは覚え切れないところがありまして、伊藤公の資料館でのお土産ということになる

と、数少ないので、ぜひ展示を家に帰っても学べるものになったらいいなという思いが

ありました。それで、これは、訪れた方も同じような思いではないのかなと感じたとこ

ろです。これは、要望になるのかもしれないのですが、ぜひ職員が手づくりした資料な

ので、これをプリントアウトして、この企画展のお土産として販売していくことも有効

な発信になるし、お土産にもなると思うので、ぜひほかのところでもこういったことを

行っているところもありますので、ぜひそういった取り組みも、これは要望にしておき

ますので、ぜひお願いしたいと思いますので、職員の本当得意を生かして、それをまた

市の魅力として発信していくといった活動をお願いしたいと思います。 

○笹井委員 

 では、２項目についてお聞きします。まず、最初に、学校教育についてですが、小中

学校について、少子化が進んでおるということは把握しておりますし、いろいろそれに

対してアンケートや検討されておるということもたびたび聞いておるわけなのですけれ

ども、小中学校の運営、もしくは将来的な再編について、現在進展はどのような状況で

ございましょうか。 

○蔵下教育総務課長 

 小中学校の将来のあり方については、本年度、子供たちの教育環境の充実と教育力の

維持向上の観点から、幅広く議論を進めるため、仮称「光市立学校の将来の在り方検討

会議」を設置し、構想案をまとめることとしております。現在、大局的な見地、幅広い

視点からの議論をお願いする委員の人選中でございまして、今後会議が開催できるよう

準備が整いましたら、お示しができるものと考えております。 

○笹井委員 

 本年度、仮称の在り方検討会議を開くということで、今人選中ということでしたが、

もう本年度も半分終わっておるわけですが、大体この会議の設立はいつごろになる予定

なのでしょうか。 

○蔵下教育総務課長 

 現在では、いつ設置をするかというところまでは至っておりませんが、現状、会議の

設置要綱案の作成、それから、視点としましては、昨年度教育開発研究所において、今

後のあるべき学校像を検討するための必要な視点についての調査研究結果を踏まえ、ま

た、国の適正規模・適正配置等に関する手引き等も参酌をして進めるということにして

おりますので、会議が開催できる準備が整いましたらお示しをさせていただきたいと思

います。 
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○笹井委員 

 わかりました。では、今度、高等教育についてですが、これ前、所管は県教委なので

すけれども、県教委のほうは、高等学校の再編について、ある程度学校名を出して、そ

れで検討するのだということを今明らかにしておるわけです。これについて、光市教委

としてどのように対応するのでしょうか。恐らく県教委から各自治体の教育委員会に意

見を求められているのではないかと思うのですけれども、そういう意見はあるのかない

のか、意見を出すことがあるのかないのかお聞きします。 

○石丸学校教育課長 

 県教育委員会では、本年の３月に県立高校の将来構想というのを取りまとめたところ

でございまして、今、その将来構想に基づいて、具体的な学校、学科の再編整備の計画

を立てているというふうなところまで聞いております。ただ、具体的なことについては

まだ、この将来構想の説明しか受けておりません。 

 ただ、実際に、課長会議でありますとか、そういった場面では、いろいろと将来構想

についての意見であるとか、こういったものを求められることはございます。具体的に

個別の学校とかどうとか、そういうふうな話は今のところ聞いておりません。 

○笹井委員 

 今よくわからないとこがあったのですけど、課長会議とかはあって、その説明は受け

ると。その場で意見も光市としてはこう考えるという、そういう意見聴取があったのか、

それとも、意見聴取というのは今後あるのでしょうか。 

○石丸学校教育課長 

 今年度の説明はあくまでも将来構想に関する説明で、具体的な質問等は受けておりま

せん。 

○笹井委員 

 今後、各市教委の意見をそのうち出してもらうようになるというような、そういうふ

うな予定というのは、今現在あるのでしょうか。 

○石丸学校教育課長 

 その予定については、今聞いてはおりません。 

○笹井委員 

 ３月に示された再編計画、これはあくまでも案的なものだと思いますけれども、この

決定する県教委のスケジュールはいつこれが決定するようなスケジュールで県は進めて

おるのでしょうか。 
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○石丸学校教育課長 

 将来構想そのものは３月の段階で確定しているということで、その後の具体的な計画、

これについていつ確定するというのは、今把握しておりません。 

○笹井委員 

 これあくまでも県教委の所管ですけれども、もう具体的な統廃合対象の学校名が出て

おるということ、それから、やはり、今課長会議等で、委員会、各市町の教育委員会の

説明があったということですから、これは、当然、私は、市町の教育委員会の了解を得

ながら研究が進めていくような話だと思っております。当然、しかるべき段階でやっぱ

り了解を求められるなり、あるいは意見聴取があると私は思っておりますし、ここから

先は自分の考えですけど、それに対して、光市教委としてきちんと考えを持って主張し

ていくべきだというふうに考えております。この件はまた毎議会ごとに、進捗状況とか

市教委のお考えを尋ねていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次の項目入ります。歴史文化に関してですが、今年度予算で第二奇兵隊のマップ作成

やツアーを実施するということが予算計上されています。これの進捗状況についてお知

らせください。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 光市の歴史文化編纂事業、冊子「光市の歴史文化」ですけども、これの成果の活用と

いたしまして計画しております第二奇兵隊足跡マップの作成と足跡をたどるツアーにつ

いて御質問いただきました。 

 マップの作成については、現在、史跡等のポイントの絞り込みを含め、マップのレイ

アウトなど、編集作業を進めている状況です。 

 また、第二奇兵隊の足跡をたどるバスツアーにつきましては、現在、10月実施に向け

て準備を進めております。なお、バスツアーにつきましては、近く公募を開始したいと

考えております。 

○笹井委員 

 わかりました。 

 図書館のほうにお尋ねします。今の図書館のほうで、第二奇兵隊関係の資料を随分収

集されて、展示なんかもされておるようですけど、その辺の収集状況、概要についてお

答えください。 

○末岡図書館長 

 現在の図書館での関係資料の収蔵状況でございますが、総数は82点で、そのうち館内

閲覧用の資料が29点となります。さらに、細かい内訳といたしまして、第二奇兵隊に関

する記述がある資料は26点で、倉敷浅尾騒動に関する記述がある資料は８点、大島口の

戦いに関する記述がある資料が７点、関係人物の記述がある資料が14点、奇兵隊及び当

時の長州藩に関する資料が27点となっております。 
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 ちなみに、委員御紹介もありましたが、今月図書館では結成150年第二奇兵隊の軌跡

という企画展示を行っておりまして、今回は、県立図書館所蔵の関係資料12点等も合せ、

これらの資料の展示をしておりまして、そのリストも無料配布しておりますので、機会

がございましたらぜひ御覧いただけたらと思っております。 

○笹井委員 

 わかりました。私も、先日図書館行きまして、その資料展を見させていただきますと、

随分たくさんあるのだなと。しかも、それがいろんな形での資料の中に入っております

から、それが、玄関入ったすぐのとこにまとめられておるので、これは、私も読むのは

大好きなのですけど、全部目を通そうと思うと二、三日かかるなという思いはいたしま

した。ただ、県から借りてきた資料も含めて、これだけのあるものがあるということを

改めて認識しました。 

 このイベントについてお聞きしますけど、これは、光市の独自のイベントなのでしょ

うか、それとも、何か県の維新の取り組みの中の関連した企画で今回第二奇兵隊の軌跡

をやられておるのでしょうか。 

○末岡図書館長 

 この企画展につきましては、当初は、文化・社会教育課との連携ということで、準備

をしてきたところでございますが、本年６月の県内公立図書館長会議における協議のな

かで、県内の全ての公立図書館で連携し、これから明治維新150周年を迎える前段の取

組として幕末・維新の歴史に関する連携イベントをやってみようということになってい

って、現在この展示をしているというところでございます。 

 詳しい内容は、県立図書館のホームページにも載っているところでございます。 

○笹井委員 

 私は、この企画を、県全体の図書館が連携してやるということは大変すばらしい企画

だと思っています。ただ、今のお話で、６月に何か話が出たということで、年度当初に

聞いてなかったものですから、どうやって企画されたのかずっと不思議に思っとったの

ですけども、今のお話で大体流れはわかりました。 

 県内全体ということで、周防大島では大島口の戦い、あるいは長門では村田清風とか、

山口では大村益次郎とかそれぞれテーマを決めて、図書館のほうで資料収集されておる

ということで、これはもっと光市としても、市外に向けてもＰＲしてもいいような企画

だなと思っていますが、ただ今月末までということでございますので、本当終わるのが

もったいないなということです。今後の取り組みにちょっと期待したいとは思います。 

 お聞きするのですけど、今回の企画展に関してかどうかわかりませんけど、結構、最

近では、第二奇兵隊とか伊藤博文公とかいろんな資料を、特に当時の資料がニュースさ

れたというのを時々マスコミなんかで見るのですけど、最近収集された資料というのは、

どういうものが新しくそろったのでしょうか。 
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○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 最近新たに収集された資料ということで私のほうからお答えいたします。 

 現在、伊藤公企画展で展示しております資料が新たに入手したものであります。本年

５月に、市内在住の方から第二奇兵隊関連の書籍３冊の寄贈がありました。当時の第二

奇兵隊の隊長相木又兵衛による四境戦争報告書、これは大島口の戦いを中心したもので

すけども、報告書と戊辰戦争での報告書を、これを伊藤公企画展では、当時の時代背景

の説明資料として展示しているとこでございます。 

 また、この２冊以外にもう一冊、当時の奇兵隊関連の殉職者名簿もいただいて保存し

ているところでございます。 

○笹井委員 

 わかりました。これ大島口の戦いとか、あるいは相木又兵衛さんの、だから、戊辰戦

争もかかわってくるのですかね。そういうことを記録ということで、これ歴史上相当重

要な一級品な資料だと思うのですけれども、ただ、こういう資料、私も、原本見たこと

ありません、写真でしか見たことありませんけど、もう古い墨で、昔の文字で書かれて

おるから、もう今私ら見てもわからんのですけれども、これはどうなのですか。図書館

とか教育委員会というのは、これ読める人がおられるのでしょうか。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 いわゆる古文書につきましてですけども、本課のほうで平素より研究、勉強しており

まして、このいただいた資料につきましては、本課の職員によりまして解読したところ

でございます。 

○笹井委員 

 読める方が職員の方がおられるということは、これはすばらしいことだと思いますし、

読める方がどんどん少なくなってくると思いますので、特に、読める方がおられるうち

に解読して、できれば現代訳でどこか、今、本で再販しなくても、ホームページなんか

に載せれば、十分保存にもなるし、読みたい人はそこアクセスしますから、ぜひ古文書

の現代語化とデジタル化を、これをお願いしたいと思います。 

○森重委員 

 １点だけちょっとお尋ねをいたします。 

 かねてから今事業として進んでおります光地域英語教育研究事業ですけども、大枠な

説明を前回のときに補正で受けておりますけども、その後の進捗状況等をお伺いしたい

と思います。10分の10、国から県へ、そして、県から我が光市へということで、なぜ光

市に、これは多分、県が２カ所かあります。１カ所だけじゃなかったのかな。そのあた

りのなぜ光市なのかという分析あたりをどうしていらっしゃるかということと進捗状況

がどうなっているかということをお尋ねしておきたいと思います。 
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○石丸学校教育課長 

 一つは、光市がこの指定を受けたということにつきましては、小学校のほうに３人の

ネイティブの英語の指導ができる教員を独自で配置しておりまして、小学校の五、六年

が行っております外国語活動が非常に活性化していたということ、そういうもともとの

風土があるということで、そのあたりのことが一つ、光市そのものも、積極的にこの指

定を受けるという方向で動いたんですけれども、県のほうも、そのあたりのこれまでの

取り組みというか、その実績を踏まえて指定をしてくれたということ。 

 それから、もう一つは、光高校の協力を得まして、これ小中高の連携で行いますから、

高校との連携でこういう研究体制がつくれるという部分で光市が指定を受けたというふ

うに考えております。 

 それから、進捗状況につきましては、今、主に小学校では、小中高の連携でやってい

るんですけど、小学校では、主に活動型、１年、２年、３年、４年は歌とかゲームとか、

それから、挨拶、こういったことを入れながら英語になれるというふうなことを中心に

やっております。 

 五、六年につきましては、小学校での教科としての英語が始まるということを踏まえ

まして、少しテキストも使いながら、ちょっと教科書を使いながらの英語、要するに、

文字を扱う、読む、書く、こういったものを少し入れてきております。このあたりが小

学校の特色でございます。 

 あわせて、あさ英語タイムというのをやっておりまして、短い時間で英語のアルファ

ベットの音声を聞くとか、歌を歌うとか、そういったことをしながら、英語になれる時

間も工夫しております。これが小学校での取り組みでございます。 

 それから、中学校では、まず一つは、中学校が一つ鍵を握りますのが、カリキュラム

を今後どうしていくかという部分で、小学校の教科化が始まるということで、中学校の

カリキュラムをどうしていくのかという部分で、中学校のカリキュラムを少しレベルア

ップしていかなければなりませんので、そのあたりのことを、どういうカリキュラムを

つくるかということを高校と特に協議しながらカリキュラムづくりを進めております。 

 それから、もう一つが、今後、コミュニケーションが重視されますので、コミュニ

ケーション重視の授業づくりということで、英語で進める授業、授業の中でとにかく教

員も含めて英語を使う時間を非常にふやしてきております。そのあたりのこと。 

 それから、あわせて、ただ、英語を話すというんではなくて、いろんな場面設定をし

て、英語を使わざるを得ないような状況、そういうシチュエーションをつくって、そこ

で生徒が英語を使うという、そういった活動もしております。 

 あわせて、小中高含めて意識調査とかをしながら、これは、今後のことですけれども、

少しそういうふうに授業が変わっていくことによって、児童生徒にどういう変容が起こ

っているのかというのを今後ちょっと検証してまいりたいと思います。 

 それから、あわせて教育開発研究所の部会とも連携しまして、いろんな教材開発、こ

ういったものにも取り組んでおります。 

 以上が進捗状況でございます。 
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○森重委員 

 ありがとうございました。今、小中高で高校との連携が大切だということを言われま

したけども、そのあたりを詳しく、高校との連携とはどういうふうなことなのですか。 

○石丸学校教育課長 

 小学校に五、六年で教科の英語が始まりますから、中学校の内容が小学校におりてき

ます。当然、中学校の内容に高校の内容をどうおろしていくのかというのが非常に難し

いところで、中学校まで義務教育ですから、高校の内容をどのような形で中学校のカリ

キュラムの中に入れ込んでいくというのは非常に難しいところでございます。 

 また、高校もやっぱりそれぞれ普通高校とか、職業校と、いろんな高校の当然特殊性

がありますから、生徒は全部が全部普通高校に行くわけではないですから、そういった

ところで、光高校と連携しながら、一番一般的な形で、中学校にどういった形で高校の

内容を中学校の教育課程に盛り込んでいくかということが非常に難しいところでござい

まして、そこを今光高校との連携で研究しているところでございます。 

○森重委員 

 コミュニティスクールもそうですけど、教育研究開発所そのものも、そういう途切れ

のないというか、連携というか、継続的なというふうなことをやはり重視されていろい

ろと御努力いただいておりますので、この英語も、やはり国からのそういう指定を受け

て取り組まれるということで、やはり、その環境のもとにあるやっぱり市民の、また現

場の皆さんは、それだけやはり質の高い、レベルの高い教育を受けられるということで、

しっかりそのあたりを認識していきたいと思います。 

 また、この事業が進んで、後にまた意識調査等もされるというふうに今お伺いしまし

たので、そのあたりもやはりしっかり検証を踏まえて、よきものはやはり市全域にまた

広げていけるような、また、伊藤博文公の英語スピーチ等ももちろんやっておりますの

で、ある意味そういうところも関連性を持たせながら、市としてのやはり教育のカラー

がいろいろ出せていけるように、またぜひ取り組みをよろしくお願いしたいと思います。 

 これで、先進地の視察や何かタブレット購入というお話も前回お聞きしましたが、そ

のあたりのことをお聞きしてよろしいですか。 

○石丸学校教育課長 

 今、小中高の関係する主に研修を中心に進めている教員で、金沢とかがかなり先進地

なのですけども、このあたりのところに今後研修視察に行く予定でございます。 

 それから、タブレットについては、今、どの機種が一番効果的に使えるのかというと

ころで、今いろいろ機種選定を行っているところでございます。できましたら、１人１

台とかというのではなくて、三、四人で１台タブレットを持って、そして、そのタブレ

ットを見ながら、いろんなことを議論するといいますか、そういった形の学習形態にな

っていくかと考えております。 
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○森重委員 

 ありがとうございました。ぜひよろしくお願いいたします。 

○四浦委員 

 私のほうから文化センターの問題についてお尋ねをしますが、いろいろ聞きたいので

すが、時間も絞り込もうという思いもありますので、特に、障害者のトイレについてお

尋ねをしたいと思います。 

 絵画展など相当頻繁に使われている施設かなというふうに思いますが、ベテランのそ

ういう作品に応募する人たちの中には、高齢化して、障害を負う方もいらっしゃいます。

障害者のトイレなのですが、まず、最初にお尋ねしたいのが、建設年月日がいつである

かということと、あわせて、これがいわゆる改善をやられたことがあるかどうか、やら

れたとすれば、それはいつごろで、どういうところを改良してきたかということについ

てお尋ねしたいと思います。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 文化センターの身障用トイレについて御質問いただきましたが、文化センターは、１

階に身障用トイレが１カ所ございまして、開館いたしましたのが、昭和40年代、済みま

せん、詳しく資料を持ち合わせてないのですけど開館当初から設置しておりまして、大

きな改修等は行っておりません。 

○四浦委員 

 それでは、個別に個々についてお尋ねしたいと思いますが、身体障害者用のトイレに

ついては、改良・改善は全くやられてないというふうにお聞きしたのですが、トイレの

排水用のこれが非常に旧式で、鎖式になって、人によっては、座った状態でなかなか後

ろにあるものですから、これを引くのが難しいということなので、こういうことぐらい

は改善すべきなんじゃないかなと思いますが、これもさっきの答弁と同じですか、初期

の段階から変わらない状態なのですか。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 初期のままでございます。 

○四浦委員 

 いわゆる便器のすぐ横にある手すりが、手すりはもう身体障害者にとっては、非常に

価値のあるものでありまして、必要なのですが、座って右側の手すりがえらい奥に引っ

込んで、いわゆる前まで来てない。これは、やっぱり座り込むときに非常に危険なので

す。いうようなことと、あるいは左側の手すりも、これはスムーズに真っ直ぐ伸びてな

くて、壁から出っ張った形で出て非常に扱いにくいというふうなことですが、こういう

ものを含めて、過去要望が届いたことがございましたか。 
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○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 身障用トイレにつきましてですけども、御利用される方から水洗レバーというか鎖の

操作がしにくいとか、あと出入り口のボタンが扱いにくいというお話は聞いたことがご

ざいます。 

○四浦委員 

 答弁が途中でとまったじゃないですか。要望を聞いたことがありますと言えば、いや、

何らかの検討を進めたか、それとも、そのまま脇に置いていたか、いかがですか。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 便所の改修につきましては、今いろいろ最新鋭の衛生的で便利なものが近年登場して

いるところでございます。市内の、新しい施設においては、そういった先進的な取り組

みをされている施設もありますし、文化センターにおきましても、そのようなものがあ

ったらいいという認識は持っておりますが、予算も伴うことでございますので、今、こ

こでちょっとお答えできるものは持ち合わせておりません。 

○四浦委員 

 もう一つこの問題について個別のことをお聞きしますが、入り口扉、これが、文化セ

ンターに問い合わせてもそういうことなのですが、開閉をする、扉を開閉するスイッチ

が故障することがちょくちょくあるというふうなことはお聞きですか。 

 ついでに、トイレの中に、最近の身体障害者等のトイレについては、まず漏れなくつ

いているものがあるのですが、それは、やっぱり中でころんだりすることがあったりす

るし、外部との連絡のできる呼び鈴のようなものがついていないと思いますが、いかが

ですか。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 まず、最初に出入り開閉ボタンの故障ですけども、普通の自動ドアと異なりまして、

中に人がいるときには反応しないような仕組みになっておりますし、また、ボタンで開

閉されなくて、手で開閉した場合、やはり機械のほうで不都合を感知するという構造上

のものがあるように聞いております。そうしたことから、そういったところも使い勝手

が悪いという認識につながっているのではないかなという気はしております。 

 また、呼び鈴についてですけども、現在、簡易式の防犯ブザー的なものをつけてはお

りますが、ちょっと高いところにありますので、使い勝手が悪いか、もしくは見えない

のかどちらかでないかと感じております。 

○四浦委員 

 通告をしたときに、最新の身体障害者用のトイレについては、見ていていただきたい

というものの中に、ソフトパークの介護施設である風車がありました。見られたと思う

のですが、後でそのことについてはお聞きしますが、例えば、便器の左右の肘かけ、い
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わゆる手すりです。これが開閉するようになっています。これは非常にやっぱり使い勝

手がええというふうなことなどいろいろあります。ウォシュレットもあります。そうい

うふうなことで、私がいろいろしゃべるよりは、見学されたのであれば、風車について

どういうことを感じられたかを述べていただければと思います。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 委員御紹介のありましたデイサービス風車についてでございますが、身障用トイレを

先般見させていただきました。施設自体ももちろん新しい施設ですし、衛生的で、いろ

いろな目に見えるところ、目に見えないところ、気配りがされております。例えば、右

の麻痺があるような方用とか、左の麻痺がある方用とか、そのようなものもありますし、

先ほどありました入り口の開閉スイッチや呼び出しボタンなど、いろいろな障害を持た

れた方にも便利に使われるような施設構造になっているなと感心して帰ってきた次第で

ございます。 

○四浦委員 

 この項は終わりまして、次に移りますが、まず、久しぶりに小中学校教師の多忙化に

ついて取り上げてみたいと思いますが、これも簡潔にいくつもりなのですが、まず、時

間外勤務なのですが、以前は、小学校の教師が時間外、１日当たりどれぐらいだという

ふうな話を聞いたことがあるのですが、本日は、１カ月当たりで最新のデータでよろし

ゅうございますが、平均で幾らになっているか、そして、それは、最高でどういう時間

になっているか、まず、それをお尋ねしたいと思います。 

○弘実学校教育課主幹 

 時間外業務の状況につきましては、教職員の心身の健康に配慮するため把握に努めて

いるものでございます。 

 最新の勤務の状態ですけれども、本年度４月から８月、いわゆる３学期制の１学期に

当たる時間ですけれども、小学校の平均が1.9時間、中学校の平均が2.4時間となってお

ります。それぞれ最高時間につきましてですけれども、小学校で最も多い時間が123時

間15分、中学校では119時間となっております。 

 各月のそれぞれの平均時間につきましては、今ちょっと詳細なデータはございません

ので、御了解いただけたらというふうに思います。 

○四浦委員 

 最初に言われたのは、小学校1.9時間、中学校ちょっとメモし損なったのですが、そ

れについては、１日平均のという意味でありますか。 

○弘実学校教育課主幹 

 １日平均の時間が1.9時間と中学校で2.4時間ということになっております。 
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○四浦委員 

 最高が、これは１カ月だと思いますが、123時間と中学校が119時間というふうなこと

なのですが、少し、もしわかれば推移を教えていただけませんか。こういうものがふえ

ているのか減っているのかというふうなことがわかる推移。 

○弘実学校教育課主幹 

 業務外時間につきましては、小学校ですけれども、平成25年度が平均2.4時間、平成

26年度が2.3時間、今年度は1.9時間というふうになっておりますので、少しずつですけ

れども減少しているというふうに捉えております。 

 中学校のほうですけれども、平成25年度が2.8時間、平成26年度は2.4時間、今年度が

2.4時間というふうになっておりますので、同様の状況ではないかというふうに捉えて

おります。 

○四浦委員 

 その前にせっかく最高時間が１カ月単位で言われたのですが、それの推移はいかがで

すか。 

○弘実学校教育課主幹 

 最高時間につきましては、今年度のものの資料はございますけれども、25年度、26年

度については、資料はございません。今年度につきましては、小学校で100時間を超え

て勤務いただいておりますのは、４月、５月、６月、小学校にお１人ずつ、中学校につ

きましては、100時間を超えて業務時間が記録されておりますのが、４月が３名、５月

が１名、６月が１名となっております。 

○四浦委員 

 よく過労死ラインというふうなことが言われますが、過労死ラインを相当超えるよう

な長時間、時間外勤務というものがあるようですが、これについて、原因といいますか、

これを抑えていく、少なくとも過労死ラインは以下に抑えていくというような措置もと

られていると思いますが、いかがですか。 

○弘実学校教育課主幹 

 教職員の勤務につきましては、自発性、創造性に基づき遂行されなければならない部

分が多く、その勤務の形態や密度もさまざまであるという特殊性を持っております。そ

の中で勤務時間の長い教職員につきましては、必ず管理職のほうで毎月の状況を確認し

まして、その方たちとの面談を行い、十分に業務の削減につながるような対応ができる

よう相談させていただいておるところです。 

○四浦委員 

 相談だけで事が前に進むかというふうには思えないのですが、きのう、初めに配置し
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た先生が、教師そのものもそうなのですが、臨採の教師なども含めて、途中でやめると、

退職するというふうなことになったときに、そういう話も聞いておりますが、どういう

措置がとられて、最近の事例でその穴埋めができなかったというようなことがありませ

んか。 

○弘実学校教育課主幹 

 年度の途中でさまざまな都合によりまして、御退職される方はいらっしゃいます。近

年、そういった場合の代替教員の確保につきましては、全県的な課題であります。特に、

小学校の免許保有者でお勤めいただける方がいないこと、中学校は求められている教科

の免許所有者の先生が必ずしも確保できないことが全県的な課題となっております。 

 退職された先生方とか免許保有者で現在お勤めにならない方とか、そういった方を一

生懸命今探しているところですけれども、残念ながら、代替者をつけることができない

学校も現在のところ２校ほどございます。 

○四浦委員 

 代替というようなものがうまく配置ができなかったのが２校あるということのようで

すが、それは、一つは、原因としては、臨時採用の教師の場合は、非常に手当が低いと

いうこともあるでしょうが、これは、手続としては、そういう対象者がおりさえすれば、

フォローするというか、抜けたその穴埋めをするというふうなことができるのですか。

それとも、県の教育委員会の了解のもとにやっているということでしょうか。 

○弘実学校教育課主幹 

 もちろん教師としての適正ということもございますので、きちんと面接をした上で、

県とも情報共有をしながら、そういう方がいらっしゃれば配置するということになって

おります。 

○四浦委員 

 穴埋めというか、臨時採用の先生が何らかの形、事情でやめられたときの穴埋めとい

うのは、それは、そういう適切な該当者がおれば、文句なしにいけるということなので

すね。県の教育委員会が了解をしないで配置ができなかったということはなかったとい

うことですか。 

○弘実学校教育課主幹 

 教員の任用につきましては、県が任用するようになっておりますので、市教委として、

こういう適切な方がいらっしゃいますけれどもどうでしょうかという相談をし、書類を

上げて、それが認められれば、その方が任用されるという流れになっております。 

○四浦委員 

 今年度でよろしゅうございますが、今年度、そういうことで、県のほうが了解をしな



17 

かったというふうなことで、穴があいたまんまというふうなことがありますか、市内で。 

○弘実学校教育課主幹 

 県が認めなくて任用ができなかったということはございません。該当者がいなくてと

いうことで、現在２校ほどございます。 

○四浦委員 

 該当者がまるでいないまんまというのはなかなかうなずけん話なのですが、どういう

努力をされたか聞かせていただけますか。 

○弘実学校教育課主幹 

 臨時的任用教員の採用につきましては、まず、周南管内で登録者を共有しております。

その管内に該当者がいない場合は、県教委と相談いたしまして、隣の柳井管内ですとか

防府、山口管内ですとか、ぎりぎり通勤が可能な範囲で、該当者がいないか照会して当

たらせていただいているところです。それでもいない場合は、県に相談しまして、遠く

から、転居してでも勤めるという方がいないかということで当たらせていただいており

ます。 

○四浦委員 

 もう一つだけこの項で聞かせてください。メンタル、精神的疾患で休職したり、比較

的長く休んだりする教師が光市内には今何人出ておりますか。県内全体の資料ももしあ

れば紹介してください。 

○弘実学校教育課主幹 

 今年度、光市内で精神的疾患により病休、休職をされている先生は１人もいらっしゃ

いません。 

 県内の状況ですけれども、昨年度１年間の状況ですが、小中、県立、それから、事務

局を合わせまして102名の方が病休、休職をとっておられます。 

○委員長 

 四浦委員、１時間経過しましたので…… 

○四浦委員 

 もう終わりますから。 

○委員長 

 わかりました。引き続きどうぞ。 

○四浦委員 
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 終わりますというか、もう一項あるのですけども、今のお話、百何名って言われたん

ですか。 

○弘実学校教育課主幹 

 県内で102名でございます。 

○四浦委員 

 県内102名は、昨年そういうふうにお聞きしましたが、昨年も光市内にはゼロだった

ということですか。 

○弘実学校教育課主幹 

 昨年度につきまして、光市では２名ほど病休、休職をとられた方がいらっしゃいます。 

○四浦委員 

 教師の多忙化問題というのは、2000年に入ってからほぼ10年間ですが、2.5倍でした

か膨らんでくるというふうなことから、文部科学省も非常に力を入れて、この問題に十

分ではありませんけれども取り組み始めたといういきさつがございまして、きょうはそ

の議論のさわりをやらせていただきましたが、また、引き続き、次の委員会等でやりた

いと思いますが、最後の項目として１つ、前議会で議論をさせていただきました浅江小

学校の駐車場問題なのですが、その後３カ月たっていますので、検討はされているかな

と思いますが、ちょっとあのときにデータが、最初の話では、休憩前の話ではなかなか

しゃんとしておりませんでした。したがって、もう一度、おさらいのためにまずお聞き

します。浅江小学校の駐車場について、今使える駐車場のスペース、これは何台か。そ

れから、現実に何台で、どこで何台だというふうに示していただければと思いますが、

あわせて、教職員数について、それが間に合っているかどうかというところを最初にお

尋ねしたいと思います。 

○森田文化・社会教育課長兼人権教育課長 

 先ほど四浦委員の質問からの答弁の中で、文化センターの建設年度を昭和40年代と申

し上げました。正しくは昭和55年の間違いでございました。おわびして訂正させていた

だきます。申しわけございませんでした。 

○蔵下教育総務課長 

 浅江小の駐車場の件でございます。これは、６月の常任委員会でもお答えをしました。

浅江小学校の正門前に左右７台ずつ、14台、そのうち、校長以下教員が４台とめており

ます。それから、陸橋の手前のほうが30台から35台ということになります。 

 委員会でも申し上げておりますが、臨時等含めまして教員数が47人ということでござ

いますので、陸橋の手前の駐車台数は日によっては違ってまいりますが、仮に30台とい

たしますと、30台と教員４台分で34ですから、47から34を引けば十数台は不足している。
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小学校正門前については14台ありますが、残りは来賓用としておりますので、現状はそ

ういった状況になります。 

○四浦委員 

 前回はどうもその答弁がいただけなかったのではないかと記憶しておるのですが、結

構、ＰＴＡ活動などが活発で、あるいはボランティア活動などありますが、ＰＴＡの部

会数と、部会ごとの構成人員、そこらが幾らになっているか教えてください。 

○蔵下教育総務課長 

 浅江小学校のＰＴＡ活動でございますが、部会が６部会ございます。部員数は、６部

会合計いたしまして116人でございます。 

○四浦委員 

 結構、駐車場については苦労をしていると。さりとて、外部から来られた方が校内に

いろいろ駐車をする、あるいはグラウンドにとめるというようなことが頻繁に起こると

いうようなことは避けなければならないと。いずれも安全上の問題があるし、教師がま

たいろんなところで神経使わなければいけないようになるのを避けるためだというふう

に思います。 

 この問題を議論するのはほかでもありませんが、旧給食センターが今はもう空き地に

なっております。そのことで、検討課題には前回の議論を通じてなったかと思いますが、

今どういうところまで話がいっているかお尋ねをします。 

○呉橋学校給食センター所長 

 それでは、給食センターの駐車場問題についてお答えいたします。 

 現在、給食センターでは、前回からお話しておりますように、売却を前提にしながら

も、仮に駐車場を確保するとすれば、出入り口はどのあたりがいいか、一番効率がいい

のか、また、駐車台数をシミュレーションしながら、給食センターレベルで今考えてい

るところでございます。 

○四浦委員 

 それでは、よき検討になりますように、また、学校サイドやＰＴＡ活動に熱心な役員

等からも意見を吸収しながら前向きに着地をさせていただきますように願いまして、私、

全質問を終わります。 

○西村委員 

 それでは、お尋ねします。９月７日に私ども議員全員に、周防地区ぐるみ防災キャン

プについてというのが、学校教育課からファックスがございました。それで、９月の12

日から13日にかけて、周防小学校の体育館で避難訓練、段ボールを利用した生活スペー

スの作製、避難宿泊、災害体験、子ども熟議、大規模災害を想定した訓練などがあると
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いう御案内でした。参加団体は、市の教育委員会、周防小学校の学校運営協議会、周防

の自主防災組織、市役所防災危機管理課、光地区消防組合、光市消防団第８分団という

ふうに記載されております。 

 これについて、教育所管が参加団体として主催しておりますので、概要の報告をまず

お願いしたいと思います。 

○石丸学校教育課長 

 失礼します。この事業は、文科省が山口県に委託しまして、県の教育委員会が、平成

27年度地域ぐるみの防災推進事業として、県内３地域を指定して実施したものです。国

の委託を県が受けた事業ということでございます。周防地域では、地域ぐるみの防災キ

ャンプとして９月12日、13日の土曜日、日曜日に１泊２日で行いました。 

 体育館をメインの会場にしまして、避難訓練、それから、段ボールを利用した生活ス

ペースの作製、それから、避難の宿泊、それから、災害体験談、これは、消防組合の職

員から広島県でありますとか、それから、東北、このあたりのことの実際に体験を話し

ていただきました。それから、子供が実際に被災状況にあったとき、自分たちに何がで

きるのか、みんなは何を望んでいるのか、こういったことについての話し合い、熟議を

行いました。 

 それから、２日目は、大規模災害を想定した訓練ということで、防火でありますとか、

救命搬送、それから、土のう積み、こういったものの応用訓練を行いました。 

 参加団体は、委員御指摘のように、教育委員会と、それから、周防小学校の学校運営

協議会、それから、周防自主防災組織、光市の防災危機管理課、光地区消防組合、光市

の消防団の第８分団、参加者数は、延べ小中学生が、２日間の延べですけれども、小中

学生が79人、それから、大人が264人、計343人、そのうち実際に宿泊したのは、小中学

生が21人、大人が21人でございました。 

 成果といたしましては、学校運営協議会とか、地域の防災組織、消防団、こういった

合同での実施ということで、非常に多くの参加者があったということ、それから、子供

と保護者、地域住民、教職員が一緒になって避難所体験とか講義、いろんな実際の実地

訓練を行ったということで、非常に前向きに取り組む風土といいますか、そういったも

のができたのではないかと思います。あわせて真剣にかつ楽しみながら、防災の知識と

かスキル、こういったものを学びまして、あるいは地域の人間関係づくりにもなり、大

きな成果があったと考えております。 

○西村委員 

 ありがとうございます。若干細かいところを聞きたいのですが、まず、土砂災害の警

戒情報を想定して避難をしたとありますが、これは、具体的にいうと、どのような規模

でどの場所で、どういうふうに想定されたのかお伺いしてもよろしいですか。 

○石丸学校教育課長 

 ９月12日土曜日の12時30分に土砂災害警戒情報発令という形で出して、周防小学校に
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避難ということになっております。 

○西村委員 

 具体的にいうと、雨がこれぐらい降って、土砂災害でどの辺が壊れそうだよという想

定はされたのですか。 

○石丸学校教育課長 

 そこまでの詳細なシミュレーションでの指示は出しておりません。 

○西村委員 

 わかりました。今、立野周防地区の土砂災害のハザードマップ持っていますが、大規

模災害は、以前にもあれは旭の上のほうのお寺の近くだったと思うのですが、お米屋さ

んの上が崩れたことがありましたが、こういう土砂災害が起こるときには、洪水なんか

も想定されて、洪水ハザードマップを見ると、周防立野地域は７カ所にわたって堰堤が

決壊するというような想定もあり、洪水の関係の想定もあわせてあったのかなというふ

うに思って、ちょっと想定を聞いてみたかったのです。今の説明で結構です。 

 それから、段ボールを利用して就寝をしたというのもありますが、子ども熟議のちょ

っと内容について、わかる範囲で結構ですからお知らせしてほしいのですが、ここの熟

議の内容は、避難所生活で困ったこと、不便なこと、あるいは避難所生活で自分たちに

できることなどを話したとありますが、どんな内容がお話しされたのか教えてください。 

○石丸学校教育課長 

 テーマは、避難所生活で自分たちにできることということで熟議を行いました。避難

所生活の中で困ることや不便なこと、あるいは自分たちにできることを話し合いました。

共同生活を送る上で子供たちから出た意見としては、やはり、共同生活なのでわがまま

なことが言えない、好きなことを好きなときにできないといった現実、それから、我慢

すること、それから、みんなのことを考えて行動すること、それから、お年寄りや小さ

い子の手伝いや面倒を見ること、それから、明るい態度で前向きに過ごすこと、こうい

ったことが大事なのだねというふうな話を子供たちはしておりました。 

○西村委員 

 大変結構なことだと思います。地域の方との顔の確認、それから、自分たちが体育館

に泊まって、恐らく冷えたりとかずっと待たされたりとか、携帯電話が使えなかったり

とか、そういう我慢をするというのも体験できたのかなと、そういうことは非常に結構

かと思います。意義もあったなと思います。 

 それで、ちょっと確認をしたいのですが、夕食にアルファー米、それから、次の朝、

朝食に乾パンなど、宿泊するための段ボール、毛布があったかどうか僕行ってないので

わからないのですけども、そういう備蓄をされた食料、それから、装備をされた段ボー

ルや毛布というのは、学校に備えつけがしてあるものをお使いになったのですか。 
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○石丸学校教育課長 

 これは、学校備えつけのものではなくて、県の事業でしたので、県の予算で支給され

たもの、それから、あと、防災危機管理のほうでもう賞味期限が過ぎたものがあります、

こういったものを支給していただきました。それから、毛布は周防ロッジのものをお借

りしました。 

○西村委員 

 賞味期限が近づいたものというふうな理解で、いやいやいいです。そういうふうに理

解をしましたので、そういう備蓄品とか装備品はどこかにあるのだろうと思うのですが、

できたら、ここのマップにもありますが、この近くは公民館と学校とさつき幼稚園など

が、さつき幼稚園今お休みになっていますけどもありますので、そういうところには、

できたらどこかスペースを確保して、持ってくるのではなくて、備えとくという必要が

あるのかなというふうに思いました。ぜひそういう余裕を持って準備をしていただきた

いと思います。 

 それで、またもう一つ聞きたいのですが、せんだって、９月に常総市で豪雨があって、

川の防波堤が決壊をして、大変な被害になったと。きのう、ちょうどテレビでそろそろ

落ち着いてきたので、カンパいただいた毛布だとか下着とか備品なのでしょうね、それ

はもう結構ですよというお話がありました。 

 それで、ここはたまたま御高齢の方の避難所というふうには特別に書かれていません

ので、災害弱者の方の避難所開設ということは、特にこのたびは想定されてないのでし

ょうけども、テレビなんかで見ると、皆さん、一様におトイレが困ったと。おトイレな

んかも、どうですか、非常用のトイレを使って、見られたかどうか、ありますよね、段

ボールの中にビニール袋を入れて用を足すという形のものが、そういうものは使われて

みましたか。 

○委員長 

 発言については、慎重に発言をお願いいたします。どうぞ。 

○石丸学校教育課長 

 失礼しました。大体参加人数が想定されていましたので、特に非常用トイレというの

は必要ないということで、訓練であれば本当はあったほうがよかったのですけど、そこ

まで想定してやっておりません。学校にあるトイレを使いました。 

○西村委員 

 ありがとうございます。なかなかそこまではということなのですけども、ただ、非常

用のトイレはお使いになってみるとわかるのですが、用を足した後のトイレットペー

パーといいますか、そういうものも別々に捨てないといけないとか、囲いが要るとか、

匂いがするとかちょっと大変なものですから、どこかで使って大変だなというのを感じ
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ることが必要かと思います。 

 学校のトイレなのですけども、避難所ですから、洋式便所、和式便所、どれぐらいあ

るかというのはそれぞれ確認をされていますか。と申しますのは、これは、ジャンボ

リーでもあったのですけども、日本式の和式のトイレを見て、子供が唖然としていたと。

そうなのだろうと、国柄ですけど、ただ、今、年配の方が多い場合には、やっぱり洋式

でかけてということが必要なのだろうと思うので、ライフラインの電気、水道があれば、

そういうものが使えますよということで、なければ準備をするということも必要なのか

なと思うのですが、その辺はいかがでしたか、洋式トイレ。 

○蔵下教育総務課長 

 学校でのそれぞれの洋式の基数を申し上げます。現在、約630基あります。そのうち

洋式トイレが約70基、全体の11％が洋式トイレでございます。 

○西村委員 

 ありがとうございます。数は別にふやせばいいので、ただ、こういう学校は避難所に

なっていますので、そういうことを配慮していただいて、また、弱者の人にも使ってい

ただくためにふやしていってください。 

 それで、最後ではありませんが、もう一つちょっと聞きたいのは、保護者への引き渡

し訓練というのが書いてあります。ここでは、引き渡しカードなどを使用している。こ

れ具体的にどんな内容なのですか。 

○石丸学校教育課長 

 子供だけで避難をしてきたという状態を想定しまして、保護者が迎えにくると、その

保護者にきちんと子供を渡すという訓練です。もちろん氏名とかそういったものと、そ

れから、避難所の中での状態、こういう状態であったというふうなことを説明して渡し

ました。そういうカードでございます。 

○西村委員 

 そのカードというのは、決められた何か国からのホームみたいなんがあるのですか。 

○石丸学校教育課長 

 国からのホームかどうかはちょっと詳細なところは把握しておりません。今回の訓練

に合わせてつくったものでございます。多分、担当がいろんなものを調べて、その形で

ベストであるというふうに考えたものだと思います。特に、国、県からこの形でという

指定は受けてないと思います。 

○西村委員 

 ありがとうございます。今回はちょっと防災のことで各所管にいろいろ尋ねてみたい

と思いまして、ちょうどいいところにちょうどいいものがあったのでお尋ねしたのです



24 

が、最後ですが、今回は、国から県委託で白羽の矢が立ったという形ですが、こういう

ことをほかの地域の学校でもされてみたいなといいますか、されるようなお考えはござ

いますか。 

○石丸学校教育課長 

 今回初めて学校運営協議会といいますか、教員も含めて地域の方と合同でやりまして、

委員御指摘のように、いろいろ課題というか、こういったものも見えてまいりました。

今後、学校の訓練も、地域防災という方向性は非常に大きいかと考えておりますので、

ちょっと今回の成果を踏まえて、今後の学校のいろんな避難訓練、防災をどのように進

めていくのが最も現実的で効果的かということをちょっと検討してまいりたいと考えて

おります。 

○西村委員 

 以上で質問を終わります。ありがとうございます。 
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２ 政策企画部関係分 

 （１）付託事件審査 

  ①議案第61号 光市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例 

説 明：松村行政改革・情報推進課長 ～別紙 

質 疑： 

○四浦委員 

 それでは、作業について、今現状どういうところまで行っているか、並びに住所を変

わる場合がありますが、それは、いつの時点までこの新しい住所で登録をされてくるの

か、そのあたりからお尋ねしたいと思います。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 マイナンバー制度の準備の進捗状況ということと、いつのタイミングで番号が振られ

るのかというようなことであったかと思います。マイナンバー制度の準備の進捗状況で

ございますが、本年10月５日から全国民への付番及び通知が開始され、28年１月から利

用開始されることに伴い、本市におきましては、順次システムの改修や関係条例や規則

の準備等を進めていることは先ほど申し上げましたとおりで、現状では当初の予定に遅

れ等は生じておらず、10月には付番、来年１月からは利用開始、さらには平成29年７月

からの情報連携に向けて準備を進めているところでございます。これまでの具体的な準

備といたしましては、制度に対応するためのシステム改修をはじめ、マイナンバーを含

む特定個人情報を管理するシステムをインターネット環境から分離するための作業であ

ったり、情報端末利用の個人認証機能の強化など、設備面からの対応を進めるとともに、

関係職員のセキュリティー意識の向上の研修等も計画しております。 

 また、マイナンバーを利用するために、必要な条例の制定や改正につきまして、本議

会で御審議をお願いしているところでもございます。市民や事業者への周知につきまし

ては、市民部を中心に、関係所管においてＰＲ等に努めておりますし、国においても、

最近ではテレビＣＭなどでのＰＲも行われております。 

 それから、住所変更等ということでございますが、基本的には、10月の２日の時点ま

でのものについて、10月５日の日に付番がされます。付番がされた後に異動があった場

合には、その都度移動のあった市町村での手続が必要になってまいります。 

○四浦委員 

 一番気になるのは、この問題で、セキュリティーの問題なのですが、特別の措置をと

っておられるかと思いますが、そこを一つお尋ねしたいのと、それから、実際に郵送さ

れた後、問い合わせを含めて殺到する可能性があります。窓口は市民部になるのでしょ
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うが、それらの準備段階から含めて、実際に動き始めて市民にものが届くというふうな

ときの対応、特別体制というのは組まれていると思いますが、そこをお聞かせください。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 システムのセキュリティーについてでございますが、先ほども少し説明をさせていた

だきましたけれども、漏洩対策といいますか、そういったものも含めまして、既存のイ

ンターネットの環境とは分離した環境の中で、個人番号を含む情報を管理していくとい

うふうな態勢を整えております。 

 それから、もう１点ちょっと失念したのですが、どういったことでございましたでし

ょうか。 

○委員長 

 四浦委員、条例の質疑なので、そのあたりを踏まえて質疑をお願いいたします。 

○四浦委員 

 そのつもりでやっております。 

 ちょっと、角度を変えて言いましょう。全てのいわゆる市民ということになるでしょ

うが、外国人や、それから介護施設の入所者、そのあたりについては、どのように扱わ

れているか、お尋ねします。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 外国人や施設等の入所者につきましても、当然付番をされ、通知カードというものは

送付されるものでございます。 

○四浦委員 

 もう一つだけちょっと具体的なものをお聞きしましょう。さっき触れたかもわかりま

せんが、郵送については、いつからいつまでというふうに計画立てておりますか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 10月５日に付番をいたしますので、その情報をＪ─ＬＩＳという個人番号を管理する

団体のほうに提出いたしまして、処理が済んだものから順次世帯宛てに送付されるとい

うふうに伺っております。 

○四浦委員 

 さっき、答えるのにそちらからまた質問があった件ですが、これは、今後の職員の特

別体制、といいますのは、市民の中に理解がいっていなかったり、余りこのことについ

て賛成しかねるという方もたくさんいらっしゃいます。そういうふうな中で、問い合わ

せは相当殺到するのではないかなというふうに思いますが、窓口が極めてそういうとこ

ろで混乱をしてもいけませんが、特別体制は組まれているかどうか、お尋ねします。 
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○松村行政改革・情報推進課長 

 国においてコールセンターを設置しております。それから、本市における対応につき

ましては、こちらは窓口が市民部のほうになりますので、市民課のほうで対応されるも

のと理解しております。 

○四浦委員 

 質問を終わります。 

○西村委員 

 ちょっと確認をしたいのですけども、この条例は、いわゆる国が定めたマイナンバー

という制度をかくかくしかじかこのような目的で限定的に使う、運用しますよという条

例というふうに理解してよろしいですか。もうちょっと砕いて教えてほしいのです。制

度そのものは、政府がつくっていますから、カードの発行はうちがかわって、市民部で

すると思うのですけど、この最初に書いてあるように、利用に関する法令に基づく番号

の利用に関する条例、いわゆる制度そのもののことについては政府のもので、できた制

度をこういうふうに利用させてくださいということでよろしいですか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 このたびの条例の要点は２点ございます。今ほど委員さんのほうがおっしゃられたよ

うに、国が定めた法律に基づいて番号を利用しますよというものと、それとは別に、先

ほどもお示ししたとおり、別表で定めております15の業務について、市がもともと法の

趣旨であります税・社会保障・災害等に関連する事務の範疇において利用するというも

のを定める、この２つの目的でございます。 

○西村委員 

 わかりました。以上です。 

○大田委員 

 この条例は、国が決めて市が市民にあなたの番号はこの番号ですってお知らせするの

ですよね。それは国のどこが決めて市のほうに通知があるわけですか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 国といいますか、Ｊ─ＬＩＳ（地方公共団体情報システム機構）というところが付番

を行います。市町村に当然そちらのほうから、誰それさんについてはこの番号になりま

すというようなものを通知があります。 

○大田委員 

 それで、光市がセキュリティーを万全な態勢で整えて漏れないようにするように、現
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在しておられるように聞いたのですが、そのＪ─ＬＩＳ、あれから来るのはどういう方

法で来るノですか。インターネットじゃなくて、特別なラインで来るわけですか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 Ｊ─ＬＩＳとの通信につきましても、ＬＧＷＡＮという外部とは遮断された公共施設

専用の回線を使用して行いますので、通常のインターネット経由じゃないルートで情報

が提供される仕組みでございます。 

○大田委員 

 Ｊ─ＬＩＳから特別な回線で市町村に来ると、だからセキュリティーは万全であると

いうふうに考えていいわけですか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 そのように考えていただいて結構です。 

○大田委員 

 Ｊ─ＬＩＳのセキュリティーはＪ─ＬＩＳに任せきりということですね。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 基本的にはＪ─ＬＩＳにお任せなのですけれども、国のほうにおいてもこういった関

係で、先日の年金機構の問題等ございますように、そういった情報の通信というものに

ついては、特別な部門を立ち上げて、監視をしていくというふうな通知もございました。 

○大田委員 

 それと、今条例で15項目使うのが書いてあるのですが、一般的に一般市民がどういう

ふうに使うのですかとお聞きした場合の、我々がもし市民の方にお知らせする場合は、

法律用語だけでよくわからないのですが、これと、これと、これをいうものを、例えば

例を挙げて言ってもらいたいのですが。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 具体的などのようなものが例示できるかということでございますけれども、多く使わ

れるものでいえばやはり福祉の関係の手続のときに、高齢者や障害者、あと児童の認証

であったりとか、いろんな給付であったりとか、そういったときに、税情報であったり

とか、所得情報であったりを確認いたしますが、そういった中での利用というものが大

きなウエイトを占めております。 

○大田委員 

 市民税とか、手続上はマイナンバーを使われないわけですか。 
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○松村行政改革・情報推進課長 

 市民税においても、利用いたします。 

討 論： 

○四浦委員 

 議案第61号光市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例について、反対の討論を行います。 

 そもそも、先ほど説明の中にもありましたように、日本年金機構から125万件もの情

報が流出するということで、担当のところの弁にもありましたように、セキュリティー

を万全に図っとったつもりでも、こういうふうな事故が起こるというふうな代物ではな

いかなというふうに、マイナンバーは、そう思います。 

 いわゆる政府の情報管理への不安が捕まっている中での実施ということで、なぜこん

なに急いで、地方自治体にも、光の市役所もそうなのですが、これだけの負担をかけて

やるということは、全く説得力がないと思うのです。当初予定した基礎年金番号とマイ

ナンバーの連結を延期せざるを得ないというふうなところにこれがよくあらわれている

のではないかなと思います。マイナンバーのカードの偽造やなり済ましの犯罪等の危険、

それからこれを実施した後の市役所の対応についても大きな負担がかかるということも

指摘をいたしまして、反対討論といたします。 

採 決：賛成多数「可決すべきもの」 

・・・・・・・・・・・・休 憩・・・・・・・・・・・・ 

  ②議案第58号 平成27年度光市一般会計補正予算（第３号）〔所管分〕 

説 明：森重財政課長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

 （２）その他（所管事務調査） 

質 疑： 

○田中委員 

 このたび、仮称光市人口ビジョン中間案等が示されたので、その辺について、何点か

質問と、要望も含まれてくるのですが、させていただければと思います。 
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 まず、光市人口ビジョン中間案についてなんですが、２ページに全体にわたって、グ

ラフとかが示されているのですが、昭和平成表記で書かれているのですが、これを西暦

表記にして、後半の23ページ、25ページあたりにも、その年表的なものがあるのですけ

ど、見やすいように西暦表記を記載していただくようお願いしたいのですが、このあた

りいかがお考えかお聞かせください。 

○岡村企画調整課長 

 ビジョンの中の文書でございますが、性格上数字が多く出てまいりまして、作成をし

ていく中で、数字が連続していくと、どうも見づらくなってしまうような印象がござい

ましたので、いろいろと試行錯誤を行った結果、平成26年以前の過去の年数につきまし

ては、和暦のみの表記、それから平成28年度以降の将来にわたっての記載については、

西暦も併記をするというような形で今表記をさせていただいております。今お示しいた

だいたグラフにつきましても、基本的には同じような考えで、過去から現在までの実績

をあらわすものは和暦と、将来に向かって予測を示すものについては西暦を表記という

ような、こちらといたしましては、一定のルールに沿って整理を行ったつもりではござ

います。今、最終的な整理を行っているところでございますけれども、その中で、見や

すさ、あるいは読みやすさ、そういう点も含めて点検もさせていただければというふう

に思いますので、よろしくお願いいたします。 

○田中委員 

 わかりました。一定のルールに従ってということなのは理解しますが、見やすさとか、

伝わりやすさとかいう部分で検討いただければと思います。 

 ３ページにカラーで、全体的にいろんな光市の今までの人口統計とか、いろんなもの

が出ているわけなのですが、全体的にこうだったっていう解説のみで、原因が何かとか、

また光市の人口の動きを知るために光市ならではの時代背景を知る必要があると思いま

す。そういった表記が載ってないのですが、このあたりの分析と載せるべきではないの

かなと思われるのですが、そのあたりはいかがお考えか、お聞かせください。 

○岡村企画調整課長 

 人口推移についての原因なり、背景なりというお尋ねだろうと思います。人口の推移

の要因につきましては、自然減の拡大、あるいは進学、就職による若者の流出、このよ

うな多くの地方都市に共通する要因があろうかと思います。そのほかにも、市内を含む

近隣企業の業績や活動状況、あるいは大規模な住宅団地の造成、こういった本市固有の

要因もあろうかと思います。人口の推移につきましては、こうした要因が複雑に作用し

た結果であろうかと思います。あわせて時代背景というのもいろいろ、一つではなくて、

いろんな側面があろうかと思います。そういうことで最終的な結果となる数字というの

は把握できても、なかなかその原因を追及していくことは非常に難しいのかなというの

が私どもの考えでございます。そういったことから、ビジョンにつきましては、お示し

をしておりますいろんな資料について、客観的な立場からの説明という形をとらさせて
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いただいているところでございます。 

○田中委員 

 これは、光市人口ビジョンということで、光市ならではの人口を見るわけですから、

これ、どういった複雑な要因がっていうことであったのですが、なぜそうなったのかを

知らないと、どういった対策をするのかっていうところも見えてこないので、これはち

ょっとぜひ検討していただければと思います。また、各地区によって状況とか、特徴と

か対策っていうものも異なってくると思うのですが、ちょうど今、光市では、いいこと

にコミュニティープランづくりっていうものを各地区で行っておりまして、そういった

ことも、地方創生って言われているのですが、それが各地域の創生にもつながるような

細かい掲示っていうのも必要ではないのかと思うのですが、そのあたりはいかがお考え

でしょうか。 

○岡村企画調整課長 

 各地域のそういった方針というか、方向性というようなお尋ねかと思いますが、現在

策定中の総合戦略につきましては、大局的な観点から、このまちが有するいろんな資源

を活用して、光市の創生のあり方を示していこうというような考えを持って、今策定を

進めております。そうしたことから、戦略については、光市全体というような視点から

捉えたいと思っておりまして、地域別での取り組みというのは、この戦略の中でお示し

するということは現在のところ考えておりません。ただ、いろいろ計画にも役割分担と

いうのがあろうかと思います。来年度策定をする総合計画におきましては、そういった

地域の課題、あるいは特性、こういったものも踏まえながら、地域別の計画等を策定し

ていくということも想定もしながら準備を進めてまいる、そういったところでございま

す。 

○田中委員 

 わかりました。総合計画も今からつくられていくというところで、そのあたりで、非

常に総合戦略、総合計画という部分で難しいところがあるのではないかと思います。こ

れ、他市の今の総合戦略とか人口ビジョン中間案っていうものが出てきていまして、見

る機会もあると思いますが、他市ではこういったことも紹介している市もありますので、

ぜひそういったところも見ていただいて、光市ならではのものをつくり上げていただけ

ればと思います。 

 今、総合戦略の中間案のお話もありましたけど、全体的に具体的な施策を出して、数

値目標、今から入ってくるものだと思うのですが、この総合戦略の中で示す数値と、総

合計画につながっていくものというのがあると思うのですが、そのあたりで、それぞれ

各所管になるのですが、どういった目標を考えていらっしゃるのか、総合計画とのとり

合いも含めてお答えいただければと思います。 

○岡村企画調整課長 
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 数値ということで、数値目標とかに関するお尋ねだろうかと思います。現在、中間案

の中では、この数値目標に係る基準値、あるいは目標値というものはお示しをしており

ませんが、この数値目標につきましては、最終案をお示しする中では、その辺も明らか

にさせてもらいたいというふうに思っております。総合戦略につきましては、この内容

を、また総合計画のほうに継承していくということにしておりますので、現在これから

戦略の中で示していく数値目標につきましては、それが例えば総合計画のほうに同じよ

うに継承されていくならば、当然その辺整合を持ったような数値で総合計画の中でもお

示しをしていくようになろうかと思います。数値目標についても、一定の形で継承して

いくようになるのかなというふうに考えております。 

○田中委員 

 わかりました。あとちょっと４点ほど質問したいと思っておるのですが、この今の人

口ビジョンと総合戦略について他市を見ますと、今の段階でパブリックコメントを募集

している自治体っていうものもあるのですが、光市が現在行っていないわけなのですが、

そのあたりの理由と、行うのであれば、いつごろ行う予定かとお聞きしたいと思います。 

○岡村企画調整課長 

 パブリックコメントについてのお尋ねでございます。パブリックコメントにつきまし

ては、本市の場合は光市パブリックコメント制度実施要綱という要綱がございまして、

それに沿って行っているわけなのですけれども、その中で、計画等を立案するときは、

最終的な意思決定を行う前にその案を公表するというような定めがございます。こうし

たことを踏まえまして、できるだけ最終案に近いようなところでパブリックコメントに

付したいというふうに考えております。今後、最終案を取りまとめましたら、その段階

でパブリックコメントのほうに付していきたいと、このように考えております。 

○田中委員 

 ちょっとスケジュール的なことも含めて、今お話もありましたのでお聞きしたいので

すが、ちょっと確認も含めてなんですが、総合戦略を10月までに作成したら交付金の上

乗せがあるとお聞きしていますが、光市では10月末までに最終案をつくって、12月末ま

でに策定予定とお聞きしておるのですが、そのあたりが間違いなかったかというところ

と、交付金の対象にならないようなスケジュールだと思うのですが、そのあたりのちょ

っと確認をしたいと思います。いかがでしょうか。 

○岡村企画調整課長 

 スケジュールにつきましては、今委員さんが仰せのように、10月中に最終案を策定し

て、その後、パブリックコメント等の調整を踏まえて年内に策定ということで間違いご

ざいません。 

 それから、そういったスケジュールになりますので、いわゆる地方創生の先行型の交

付金、これタイプ１、タイプ２と実は２種類ございまして、そのうちタイプ２というほ
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うが、10月末までに策定した場合が関係してくる交付金なのですが、この日程的な要件

に合致しなくなりますので、こちらのほうにも適用はならなくなると考えております。 

○田中委員 

 わかりました。タイプ１のほうは、他市町の見本になるようなものをつくったところ

にということではお聞きしているのですが、これはかなりハードルが高いともお聞きし

ております。先ほど総合戦略と総合計画っていう部分がお話ありましたけど、今、光市

でも取り組む中で、新しい総合計画について５年ごとに計画するようなお話がありまし

たが、総合戦略が平成27年から平成31年まで、５年間なので、この計画にずれが生じて、

ちぐはぐになるのではないかっていうところを少し心配しているわけですが、そのあた

り、どのような整理を行われるのか、お考えをお知らせください。 

○岡村企画調整課長 

 次期総合計画と総合戦略との整合というようなお話だろうと思います。仰せのように

総合戦略につきましては、総合計画に１年ほど先がけて策定をしてまいります。ただ、

その内容につきましては、次期総合計画のほうに継承をしていくことを前提としており

まして、策定後は市政の動向等に応じて総合戦略の見直し等も行ってまいります。その

辺で、一定の計画間の整合はできるだけとっていけるような配慮もさせていただければ

と思いますし、総合計画と総合戦略、これは、ともに部局長をメンバーとする光市未来

創生本部という組織をこのたび設置しておりますが、その本部を中心といたしました全

庁的な体制のもとで、策定協議なり進捗状況の確認なりをしていくようにしております。

こういったような体制の中でもその辺の整合は図っていくようにしていければというふ

うに考えております。 

○田中委員 

 しっかりした態勢をつくって行っていくということなのですが、総合計画につきまし

ては、市長の任期も４年と考えると、例えば10年を３年、４年、３年とかいうスパンに

考えた方が、結果も出たりとか、その計画同士の整合性も取りやすいのではないのかっ

ていう考えもあると思うのですが、そのあたりはいかがお考えか、お聞かせください。 

○岡村企画調整課長 

 確かに、基本計画の総合計画の経過期間として、最近４年間というのを採用するよう

な団体もふえておろうかと思います。これは市長の公約とかマニフェストとの連携を重

視するというような考えによるものじゃないかというふうに捉えているところなのです

が、これに対して本市では、これまで、市民との協働というものを一つのベースにして、

市政運営の普遍性、あるいは継続性を重視した計画づくりというものを進めてまいりま

した。このたびの計画策定に当たりましても、このようなスタンスを継承というふうな

形を考えておりまして、計画期間につきましては、これまでどおりのスタンス、５年間

というふうな形で考えております。 
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 なお、市の分野別計画の多くにつきましても、この計画期間というものを総合計画と

あわせてつくっております。計画期間を５年間とすることで、その辺の計画期間の相互

の関連性というのも、これまでどおり良好に保っていけるのではないかと考えていると

ころでございます。 

○田中委員 

 わかりました。総合戦略つくる中で、多分今の後期基本計画に継承したものができ上

がって、数値目標なんか特にそこでしか示せれないものがあるのではないのかなと思う

のですが、新しい総合計画については、また新しい施策ないし数値目標っていうものが

出てくると思うので、そのあたりで、総合戦略は今から５年、それで総合計画のほうは、

その後の５年っていうとそれぞれがぼやけた感じになるのではないのかなと思うので、

ちょっとそのあたり懸念しているのですが、今の計画に従ってやるということで、よろ

しくお願いできればと思います。 

 最後にもう一つ、光発信プロジェクトチームに立ち上げたということで、大いに期待

しているわけなのですが、そのあたりでどのような活動を行っているのか、お聞かせい

ただければと思います。 

○岡村企画調整課長 

 光発信プロジェクトチームでございますが、光市の知名度の向上、あるいはシティ

セールスといったような視点から、総合戦略、あるいはもっと長い目で見て総合計画に

位置づける具体的な事業について、いろいろと協議検討を今行っていただいております。

これまで３回の会議を開催しておりまして、会議ごとに毎回２時間から３時間程度勤務

時間を割いていただいて、参加をいただいているところでございます。プロジェクト

チームにつきましては、今申し上げましたように、今後総合計画の策定にもかかわって

いただくように思っておりますし、総合戦略につきましても、今総合プロジェクトチー

ムの中でいろいろ検討いただいたもののうち、できるものについては、一つの施策、事

業として取り入れていければというふうに考えております。 

○田中委員 

 わかりました。これ、プロジェクトチームがつくったわけではないとはお聞きしてい

るのが光市の光を探してとかの動画作成を見ましても、若手職員がほんとにすごい企画

力と技術と情熱を持って取り組まれているのだなということを感じております。なので、

それをさらに市民一体となって、協働のまちづくりにするためにも、若い移住者との出

会いカフェっていうものが、それは市民活動のほうでしたがありましたが、ああいった

ものを行いながら意見交換を行って、光市で輝く人にスポットを当てたり、移住者で地

域で活躍している人にインタビューを行って、ホームページやフェイスブックで情報発

信を行っていただきたいと思います。教育委員会所管のときにちょっと話があったので

すが、フェイスブック運用ガイドラインっていうものがあって、給食センターのほうが

フェイスブックページを立ち上げたということがあったのですが、こういった形でプロ
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ジェクトチームのほうも、フェイスブックを例えば立ち上げて、そういった皆さん、若

手職員が中心となって取り組んでいる活動を発信するっていうことは非常に有効ではな

いかと思うのですが、そういったことが可能なのかどうか、そしてまた、行うつもりは

あるのかどうかっていうとこをお聞かせいただければと思います。 

○岡村企画調整課長 

 今プロジェクトチームのメンバーの方には、先ほど申し上げましたように、勤務時間

を割いてプロジェクトのほうに参加をいただいているわけなのですが、いろいろとそう

いうふうな効果的な、いろんな面での情報発信を行っていただくということについては、

これも一つのアイデアだろうというふうに思うわけなのですけれども、現実的には、そ

れぞれの職場を抱えた上でのプロジェクトチームへの参加という実情もございますので、

そのあたり、勤務との兼ね合いなど、考慮すべきところもあろうかと思います。まだ、

プロジェクトチームにつきましては、総合戦略で終わりというわけではなくて、また総

合計画の策定のほうにもかかわっていただく予定にしておりますので、お示しをいただ

いたフェイスブック等にかかわらず、若者の特性、あるいは感性を発揮できるような、

何か参画の仕方、そういったものについても引き続きちょっと検討させていただければ

というふうに思います。 

○田中委員 

 所管を超えての取り組みということですし、ぜひこういったことはシティセールスに

もつながっていくと思いますので、光市の職員の取り組みをしっかり市民に発信してい

ただけるよう、取り組みをお願いして終わります。 

○笹井委員 

 では、３項目お尋ねします。最初は、空き家バンクについてです。一般質問でも取り

上げましたが、幾つか消化できてないところがありますので、お願いします。まず、空

き家バンクについて、今回は、市外の人が光市に住むための空き家バンクで、申し込み

は市外の人に限るということでしたが、市内在住の人か、空き家バンクの物件を希望す

るときは、どういうふうにしたらよろしいのでしょうか。 

○岡村企画調整課長 

 この空き家情報バンク制度でございますが、基本的には市内への移住や定住を希望い

ただく市外の在住の方に登録物件の情報提供を行うことを目的とした制度でございまし

て、物件登録者の個人情報等につきましては、この制度の範囲内において利用をすると

いう条件で御同意をいただいております。したがいまして、市内の在住者に、この制度

に基づく物件所有者の個人情報を提供するといったことについては、目的からやはり逸

脱することになりますので、このあたり少し条件整理が必要かと思います。ただ、空き

家情報バンクの登録物件につきましては、本制度以外の取引を規制するものではござい

ませんので、例えば市内の在住の方が民間事業者の情報などを活用するなどして、最終
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的に物件を御利用いただくことについては特段問題ございません。 

○笹井委員 

 わかりました。次に、この本会議での回答の中で、物件所有者と市外からの移住希望

者があった場合、お互いの双方の了解が得られれば、市内の不動産業者を紹介するとい

うことでしたが、これがまだ市内に２軒しかないと、市外も含めたら何軒かあるそうで

すけども、この紹介できる不動産業者の対象の選定方法、基準についてお答えください。 

○岡村企画調整課長 

 この協力業者につきましては、山口県宅建協会周南支部にお願いいたしまして、支部

会員を対象に募集を行っていただいたものでございます。周南支部のほうで協力いただ

ける業者を募集する際の条件ということで、県の宅建協会が実施をされます中古物件の

流通に関する専門的な研修制度を受講されていることを一つの要件にされたと、そうい

うことで絞り込まれたというふうにお伺いをしているところでございます。 

○笹井委員 

 わかりました。ちゅうことは、市が定めた基準じゃなくて、宅建協会周南支部の定め

た基準によって、あと業者の応募の状況によって市内は２点になったという理解でよろ

しいですか。 

○岡村企画調整課長 

 そのあたり、宅建協会周南支部さんのほうで一定の絞り込みを行っていただいたとい

うような状況でございます。 

○笹井委員 

 わかりました。光市の空き家バンク制度は、目的は市外からの移住、人口定住なのだ

ということで、ここは理解しております。空き家バンクは、自治体によっていろんなや

り方があるわけで、それらを参考にされた上で、この光市の制度がなったと思うのです

けども、特にこの光市の制度の設立に当たって、参考にした市とか、視察した市という

のはどういうところがありますか。 

○岡村企画調整課長 

 山口県宅建協会周南支部さんのほうといろいろかかわりもございますので、その管内

でございます周南市さんのほうを参考に、いろいろ担当者レベルで情報等の提供いただ

きながら、制度の取りまとめを行ったところでございます。視察等については、特に行

っておりません。 

○笹井委員 

 わかりました。今回人口定住、移住が目的ということですけども、光市役所における
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移住の相談窓口というのはどこになるのでしょうか。そして、またそこにきちんと移住

の相談窓口であるという看板は掲示してありますでしょうか。 

○岡村企画調整課長 

 移住や定住にかかわる相談窓口につきましては、企画調整課を総合的な窓口というこ

とでお受けをさせていただいております。看板等の表示でございますが、先日の一般質

問で、田中委員さんのほうの質問に対して、部長のほうから、窓口の表示の仕方につい

ては、今後ともいろいろ工夫をしてみたいというような趣旨の御答弁をさせていただい

たかと思います。その辺ございまして、早速、移住、定住、空き家情報バンク、それか

らふるさと納税の担当窓口が企画調整課であるという旨の表示を企画調整課のカウン

ター、それから受付のほうのカウンター、その辺に設置をさせていただいたところでご

ざいます。 

○笹井委員 

 いただいたということは、今現在置いてあるということですね。わかりました。ちょ

っと次の項目に行きましょう。ホームページ、インターネット関係ですが、平成27年度

予算にフォトライブラリーとかパノラマビューの予算が上がっています。これの進捗状

況教えてください。そして、市民の人がこれらを利用できるのはいつごろになるのでし

ょうか。 

○坂本広報統計課長 

 フォトリブラリーの進捗状況についてでございますが、課内で撮りためた写真素材の

整理を行い、現在、他の自治体の掲載写真や分類状況なども参考にしながら、掲載レイ

アウトの検討や掲載写真の抽出を行っている状況でございます。パノラマビューの進捗

状況については、委託業者と７月８日に契約を締結し、仕様に基づき航空パノラマ撮影、

地上パノラマ撮影、地上動画撮影などの撮影に取りかかり、現在地上動画撮影１カ所の

撮影を残している状況でございます。なお、未撮影の１カ所は、石城山の遊歩道を歩き、

周辺の神籠石や水門の撮影を予定しておりますが、台風の影響により遊歩道の数カ所に

倒木があり、撮影が困難な状況となっており、当初予定していた８月下旬の撮影が困難

になったことから、委託業者と撮影、納品の日程について協議、調整をしているところ

でございます。 

 また、市民が利用できるのはいつごろになるかということでございますが、フォトラ

イブラリーにつきましては、年賀状等に利用していただきたいと考えておりますので、

できる限り早い時期にホームページ上に公開したいと考えております。また、パノラマ

ビューにつきましては、地上動画の撮影のおくれもあり、納品時期のおくれが見込まれ

ますことから、フォトライブラリーの利用開始より遅くなると思われますが、納品後は

できる限り早くホームページ上で公開したいと考えているところでございます。 

○笹井委員 
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 わかりました。今年の予算ですから、今年度中にできればとは思いますが、ただ、こ

れ私期待しておる事業でもございますので、できるだけ早めの市民の利用をお願いいた

します。 

 そして、また今ホームページに写真の掲示でふぉとｄｅひかりという、毎月の行事を

掲載しておるページがあるのですが、これの掲載基準について教えてください。そして、

これら、過去のものまでさかのぼって見れるのですけど、過去何年ぐらいまで掲載され

るのか、その辺が決まっておったら教えてください。 

○坂本広報統計課長 

 市内のさまざまな風景やイベントの様子を写真で発信している「ふぉとｄｅひかり」

につきましては、平成22年５月に設置された庁内プロジェクトチーム「市民サービス向

上推進チーム」による提案事項における改善策の一つとして、平成24年４月より掲載を

開始しております。掲載基準につきましては、広報広聴係職員が取材先などで撮影した

イベントの様子や季節の風景の写真を簡単な説明文とともに掲載することとしておりま

す。また、掲載期間につきましては、現在定めておりません。 

○笹井委員 

 わかりました。24年からということですから、まだ３年ですけれども、これ、できる

だけ残して、ほんと歴史が振り返れるようにしていただきたいと、できるだけ消さない

ように、24年より前にさかのぼるつもりはないですけれども、過去24年からこういうこ

とがあったというのがわかるようにお願いしたいいたします。 

 そして、もう一つ、今度年に１回ですけど、写真で振り返る10年間のひかりという

ページがあります。これ見ますと、ちょっと見出しがフォト光となっとったり、１年を

振り返るとなったり、年によって随分混在しているようなのですけど、これはなぜでし

ょうか。 

○坂本広報統計課長 

 「写真で振り返る10年間のひかり」につきましては、昨年新市誕生10周年の記念の年

ということで、10年間の足跡を振り返り、市民の皆様とともに10周年をお祝いするため、

10年間分の市政や市民活動の様子など、光市の主な出来事を写真とともに紹介したもの

であります。平成16年から20年までは「フォト光」として、平成21年からは「一年を振

り返る光」として掲載しているものでございますが、委員御指摘の混在につきましては、

平成22年の「一年を振り返る」が、フォト光となっていたもので、正しくは「一年を振

り返る」とすべきものでございました。委員の御指摘を受けまして、見出しの修正をし

たところでございます。 

○笹井委員 

 わかりました。ホームページも毎年毎年努力してつくられていまして、そういうもの

を暦年通して見ると、何か表記が違ったり、レイアウトが違ったりというのはよくある
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ことですけれども、大事なのはやっぱりこういうのを残していくことだろうと思ってお

ります。これについては、また私も要望だけにしますけど、10年間ではなくて、合併前

でも光、大和で毎年年間写真集みたいなのはつくっておったのではないかと思います。

こういうのも、機会を見てデジタルアーカイブ化していただきたいと。手間もかかりま

すけど、原本はもともと印刷物であるはずですので、そんなに探すものでもないと思い

ますので、ぜひお願いしたいと思います。 

 それから、今度動画のほうですが、ひかりチャンネルというページがありまして、動

画が載っておるようになっています。これも時代の流れで、動画が、光市の動画がパソ

コンで見れるというのはすばらしいことだと思っているのですけど、これの掲載基準に

ついてどうなっているのかお聞かせください。 

 そして、これもよく見てみますと、ことしとか一昨年ぐらいあるのですけど、何か

2014年だけ動画が全然なかったりするのですけれども。この辺、どうなっているのか教

えてください。 

○坂本広報統計課長 

 ひかりチャンネルにつきましては第二次光市行政改革大綱実施計画における「利用者

の視点に立ったホームページ等の充実」の取り組みの一つとして、平成23年度から実施

しております。先ほど御説明いたしました「ふぉとｄｅひかり」と同様に、広報広聴係

職員が取材先等で動画として撮影した市内の様々な風景やイベントの様子を短編の動画

として編集し、掲載しております。明確な掲載基準はございませんが、写真では伝わり

にくい、動きのあるイベントや自然景観などを中心に掲載しているところでございます。

なお、平成26年度につきましては、広報広聴係における新市誕生10周年記念事業の実施

や新市誕生10周年記念事業の取材等に重点を置き業務を行ったため、ひかりチャンネル

での掲載は行っておりません。 

○笹井委員 

 わかりました。やっぱり動画も残せるということで、節目、節目の行事などは当然取

材もされると思います。今光市のホームページでも動画のページも少しずつふえてきて

おりますので、こういうものがやっぱり歴史的に振り返れるような掲載をお願いしたい

と思います。特にことしは、私がすばらしいと思ったのが、光スカイウォーク2015、こ

れ今年ですか、空中散策というページを随分市内あっちこっちでとられています。メイ

ンは、島田川を下る光のプロモーションビデオに使ったやつが、これの関連だと思うの

ですけど、それに載ってない島田川の上流とか、あるいは石城山のほう、そういうとこ

ろを、恐らくドローンだと思うのですけど、使われて、それが動画で見られるようにな

っておるということで、こういう取り組みはすばらしい、光市から外出られた方でも見

ると何か懐かしいような風景というのがありますので、この取り組みはぜひ進めていた

だきたいと思います。 

 最後の項目にまいります。公共施設マネジメントについてですが、概要版、今年の夏

に配布されたと思います。これについて、配布されたことで、市民からの反応というの
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は、どのようなものがあったのでしょうか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 リーフレット配布後の反応ということですが、配布後、担当所管のほうに対しまして、

直接御意見、御質問等はいただいておりませんが、市民の皆さんからのそうした御意見

等をお伺いするため、配布にあわせまして、８月に市内小中学校のＰＴＡ会長会議と公

民館の館長会議でお時間をいただきまして、リーフレットに基づいて説明を行いますと

ともに、これらの会議は、地域の代表者の皆さんの会議ですので、地元に戻られてから

の会議においても同様の機会を設けさせていただきたいというお願いをしたところで、

これまでに２件出前講座を実施させていただいております。その際には、説明も熱心に

聞いていただき、「こうしたことは考えていかないといけないと思った。」とか、「将

来のためには必要と思う。」といった御意見や、また「学校も対象となるのか。」とい

った御質問等もいただいております。来月にも１件を予定しておりまして、ほかにも時

期を検討していただいている団体等もございますので、今後もいろいろな機会を捉えて、

引き続き積極的に周知に努めてまいりたいと考えております。 

○笹井委員 

 概要版については、その前にできた白書、そちらの市役所のほうで要約されてつくら

れたかと思うのですけれども、なかなか個別の施設名などが載ってないということで、

何となく方向性はわかるのだけど、どうも具体性がちょっと弱いのかなというふうに私

は考えております。議会のほうでも、議会報告会の資料なんかに、こっちの独自の観点

で使ったりはしていまして、その市民の反応もそれに対してありましたので、市民的に

は反応があると思いますけど、なかなかまだ概要版だけではよく見えないと思います。 

 そこで、ちょっと聞くのですけど、一応、次の段階として公共施設の適正配置等に関

する方針をつくるという方向性は決まっていますが、これの進捗状況についてお聞かせ

ください。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 適正配置等に関する方針の進捗状況についてでございますが、公共施設白書を26年７

月に策定後、国からの策定の要請がございました公共施設等総合管理計画との関係など、

国や他市等の状況を注視しながら、平成28年度中の策定に向けて検討を進めているとい

うことにつきましては、６月の委員会でも、御報告させていただいたところでございま

す。その後の取り組みといたしまして、８月10日にリーフレットを全戸に配付し、出前

講座等を行うなど、取り組みの周知に努めていることは先ほどもお答えさせていただき

ました。今後の予定といたしまして、策定方針の基礎資料とするため、10月下旬から11

月にかけて公共施設に関する市民アンケート、現在準備中で2,000件を予定しておりま

すけれども、こちらを実施することとしており、これらの意見も把握した上で、策定に

向けた準備を進めてまいりたいと考えております。 
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○笹井委員 

 わかりました。一応、白書をつくって、その後にきちんと方針をつくるという方向で

進んでおるというふうに思いましたが、方針についても、私ども、他市の勉強なんかも

したですけど、きちっと、いつまでに何をどうするのかわかる方針を出しとるとこもあ

れば、結構玉虫色みたいな方針を出しているとこもあるみたいで、これは、つくり方次

第だと思いますけれども、できるだけ市民から見て明確になるような方針をくだされる

ことを希望します。 

 終わります。 

○森重委員 

 済いません。数点、お聞きいたします。 

 今、ダイジェスト版の件が出ましたので、引き続きそこをいきたいと思います。わか

りやすいものを作成していただきましたのですけども、今、一応先行委員がほとんど、

適正配置等に関する等はお聞きいたしまして、理解いたしました。最終的にどのぐらい

でこれを、将来の公共施設削減のあたりは、どのあたりでされるのかというのがやはり

ある程度のやはり具体的な年度というものが示されるべきというふうに思っております。

これもなかなか、いろいろほかの計画物との整合性もありますので、一時に大変だと思

いますけども、今後、ここのあたりが非常に、公共施設のマネジメントあたりがどうし

ても一番大切なところになってきますので、計画性をしっかり持っていただきたいとい

うふうに思います。 

 それと、１点お聞きしたいのは、ダイジェスト版の４ページに、用途別の施設数等が

書かれておりまして、147施設全部上がりまして、これ出されたわけですけども、この

一概には言えないと思うのですけども、この施設等は、同規模の自治体等と比較しては

どのような光は特色といいますか、どういうふうなものを分析として見ておられるのか

というものがもしありましたら、お聞きをしたいと思います。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 済みません。詳しい数字は今忘れてしまったのですけども、同規模の自治体と比較し

て、若干公共施設全体で見ますと、光市は多いというような状況になっております。 

○森重委員 

 わかりました。さまざま、私どもも他の自治体の状況はよくわかりませんけども、施

設がそれだけあるということは今後の維持管理等、ずっとかかっていくわけですから、

そういう近隣、同規模、そういうものとちょっと比較してみて、何がどうなっているの

かなという分析はぜひ行っていただきたいというふうに思っております。 

 こちらは、マネジメントはこれで終わります。白書は終わりまして、人口ビジョンと

戦略、ちょっと今回、質問させていただきましたけども、ほぼ、形がほぼ見ますと、で

き上がっておりまして、残すところはやはり人口の将来展望、いわゆる目標等が今後示

され、それに光市が目指すべき未来の方向性がプラスされて、３つの動くというところ
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で示されて、これからくると思います。大変これも難しいとこと思うのですけども、そ

れはまた今後の完成をしっかり見ていきたいと思うのですが、今の時点でお聞きしてみ

たいところは、今回の策定に対して、政府は、地方への支援としては、３つの支援をし

っかり打ちだしました。情報の支援、また人的支援、また財政支援というこの３つをし

っかり応援しますから、皆さん頑張ってくださいよということでしたけども、実質光市

がここまでこういうものをつくられて、委託という面もありますけども、こういう支援

をどの程度といいますか、どのように活用されたのかということをお聞きしたいと思い

ます。 

○岡村企画調整課長 

 国の支援ということなのですが、人的支援ということで、例えば地方創生人材派遣制

度とか、地方創生コンシェルジュ制度とか、そういった制度があったかと思います。地

方創生人材派遣制度というのは、原則５万人以下の市町に、国のほうの職員を派遣する

というもので、地方創生コンシェルジュというのは、相談に関する一元的な窓口を国の

ほうが設置すると、相談員を配置するというような制度だったかと思います。このあた

りにつきましては、現在まで市のほうで活用してはおりません。ただ、国の説明会への

出席なり、コンシェルジュの制度とはちょっと異なりますが、県、あるいはまち・ひ

と・しごとの創生本部のほうにお問い合わせをいただいたり、そういった形でこの辺は、

国とのいろんな情報収集とか相談というのはさせていただいてきたつもりではございま

す。それから、情報支援という面で、地方版総合戦略の策定に当たって、社会経済分析

システム、いわゆるリーサスという情報システムを国のほうが設置をいたしました。こ

れによっていろんなビッグデータの活用をというようなことだったかと思うのですけれ

ども、本市のほうでは、このデータがいろんな部署で使えるように、庁内、特にこの総

合戦略とかかわりが深い経済部でございますとか、福祉保健部でございますとか、そう

いったところにそのＩＤを割り振りまして、いろんな施策の見直しなり新規事業の検討

なりに活用していただけるような、そういった配慮はさせていただいてきたところでご

ざいます。データの生かし方とか活用の仕方につきましては、専門的な知識とか分析能

力というのも必要になってまいりますので、その十二分な活用という点では少し課題も

残るかと思いますけれども、そういうふうな形でいろんな活用を促してきたところでご

ざいます。システムにつきましては、今後も戦略の見直しとかにもまた活用もしていき

たいと思っておりますし、そういった面で８月末には実は国の担当者を招いてこのシス

テムの利活用に関する研修会も内部で開催もさせていただきました。せっかくのシステ

ムでございますので、引き続き、有効に活用できるように、そのあたり取り組んでまい

りたいというふうに思っております。 

○森重委員 

 やはりこのリーサスもビッグデータということで、どの程度でどういうものが出るか

ちょっとよく、見方もあるので、これをほんとにいかに活用しているかとなりますと、

各自治体ともやはり疑問符と疑問視がわくわけですけども、実際にやはりこういうもの
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をしっかり活用して、将来のやはりいろいろ今後の完結版もやってかなきゃいけません

し、また、総合計画もそういうところに基づいたものをつくっていかなければいけない

ということで、しっかり活用していただきたいと思います。８月にはそういう研修会を

持たれたということで、そのあたりの姿勢が、やはりすばらしいと思いますし、これか

らの策定姿勢として、やはり情報支援と、それから人的支援も、地方創生コンシェルジ

ュ制度のなんかも、やはり今後の社会増とか、そういうものに関しては、やはり狭い範

囲で考えていたのでは実質人口増を目指してくということは、これはほんとに難しいこ

とだなというふうに思います。大胆なやはり施策を、光市にとって一番何がどういうふ

うにということをほんとに考えていきますと、これはやはり枠を超えて、やはり情報を

しっかりとって、指導を受けながら、情報公開しながらやっていかないと、ほんとに枠

を出ないというのが実質だというふうに思います。計画物はできますけども、実際には、

なかなか厳しいなということを感じますので、相談窓口の担当者の名前等もしっかり書

いてありますので、うるさいと言われるぐらいに聞いたり、相談したりということを、

今後の策定姿勢としてしっかりしていっていただきたいというふうに思います。これは

要望にしておきます。 

 財政支援ですけども、先ほど先行委員がちょっと触れましたけども、ここのところは、

タイプ２のところで、我が光市は、ＫＰＩの設定やＰＤＣＡの確立や住民の参画という

ふうなことを実際に早くから取り組まれまして、10月末には策定をされるというところ

でありつつ、交付税が全て、これを目指してということは本末転倒でございますけども、

そういう取り組みをされてきたけども、そこはちょっと考えていないのだという今お話

でございましたので、そのあたりもうちょっとお聞かせ願えたらというふうに思います。 

○岡村企画調整課長 

 タイプ２でございますが、10月末までに策定した場合に、1,000万円を目安とする上

乗せ交付金が対象になるということでございます。本市の場合、10月までに最終案はつ

くりますが、その後、パブリックコメント等を経て、最終的な策定が12月ということで、

このあたり難しいのかなと、手続的にまだ最終案の策定に至る10月中はまだ最終案の、

案は策定したけれども最終的な策定に至っていない段階でございますので、このあたり

がちょっとネックになるのかなというふうに思っております。さらに、交付の対象事業

につきましては、今年度中に補正予算を計上した上で今年度中に事業を完了させるとい

うような、そういったハードルも一方ではございますので、いずれにしても、こういっ

たことを勘案した上で、10月末までのという条件がございますタイプ２については、ち

ょっと対象になるのが難しい、困難というような判断でございます。 

○森重委員 

 この実際に要件を満たして10月末につくったとしても、やはり27年度後半に、実際に

行う事業のために必要な財源を支援しようということですので、その今後出てくる、

「今から動けば見れば変わる」の「３つの動く」がどの程度実質事業的に進展できるか

という問題にもあるというふうに思っております。けども、これは非常に難しい、実際
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そういうものをどれだけあらわしてけるか、難しいものだと思いますけども、こういう

国の制度が目的になってはいけませんけども、やはりそれ相応の具体的な動きのつくれ

るものというものをほんとに悩んでやっぱりつくっていかなければいけないというふう

なことだというふうに思います。そのためにはやはり国のそういう支援をしっかり活用

すると、情報も人的支援も、やはり、時間がなかなかないと思いますけども、そこのと

ころはやはり若手等も、光発信チームさんも今回いろいろそういうものに携われまして、

多分意識がやるとやらないでは大いに違っていたのではないかなと思うのです。光のそ

ういうものを見つけていくという、そういうものをみんながこぞってそういうものに挑

戦し、学んだということは一つの大きな職員教育でもあったと思いますので、そのあた

りを、大変であると思いますけども、しっかり今後の策定の姿勢として生かしていただ

きたいことを要望したいと思います。 

○西村委員 

 それじゃあちょっと、マイナンバー制度のことについて理解を深めるために若干質疑

をしたいと思います。先だってマイナンバー制度が始まりますという政府広告の資料で

お尋ねをしたいと思いますということで言っておりますが、非常に制度がわかりづらい

部分があって、どう考えていいのか理解に苦しむところもあるのですが、要は、日本国

内の全住民に通知をされ、一人一人異なる12桁の番号を振りますということでございま

す。それで、あと市民部のほうで、交付のことについて若干聞きたいと思いますが、個

人カードの交付というのは無料なのですよというふうに高々に書いてあるんですが、交

付はまず義務なのか任意なのかお尋ねしたいと思います。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 個人番号カード、ＩＣチップがついたやつ、こちらのほうの交付を受けるものについ

ては任意でございます。 

○西村委員 

 そうなると、このカードの交付を受けなければ、振られた番号で個人の情報が政府の

意図する情報の整理をされて、どこかで活用されることはないのですか。意味がわかり

ます。というのは、マイナンバーでもっと暮らしが便利になると書いてあるのです。こ

こには、公平公正な社会の実現をします。国民の利便性の向上をします。行政の効率化

を図りますとあるのです。先ほど条例を通しましたけども、市のほうとしても、国が整

理したマイナンバーで整理された情報をかくかくしかじか利用したいと、利用するに当

たっては、その目的に即した情報だけを活用しますよという条例だったと思うのですが、

それじゃあ、我々が個人カードの交付が任意であるならば、このカードを受けた人は、

いわゆる行政の効率化の利便性を受ける、カードを受けなかった人は、今までどおり、

例えば必要な書類を出してくださいと、個人の本人確認をするためにいろいろな免許証

だとかパスポートだとか、社会保障の番号を出せば、今までどおり手続はしますよとい

う道が残されているのかどうか、そういうふうにお尋ねをしたいのです。 
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○松村行政改革・情報推進課長 

 個人番号カードの交付を受けてなくても、個人番号申請書類等に記載して免許証等の

顔写真付きの身分証明ができるようなもので確認をした上での取り扱いが可能となりま

すので、個人番号カードの交付を受けてなくても、書類の提出の免除であったりとか、

そういう利便性の向上というものは市民の方が受けることは可能でございます。 

○西村委員 

 わかりました。要は、もうカードがあろうとなかろうと、制度としてお一人お一人に

マイナンバーというのが振られているので、いわゆる今言った国民の利便性の向上だと

か、行政の効率化とか、公平公正な社会の実現ということはもうスタートしているとい

うふうに理解していいということですね。わかりました。 

 それで、マイナンバーは、この10月以降に、住民票の住所に通知をされて、マイナン

バーの利用開始は28年の１月からと、こうなっているのですけども、ネットなんかでい

ろいろ調べてみると、このカード、本物がないので、ネットに記載されている絵でしか

わからないのですけども、どうも個人番号というのは、このカードの裏に記載されてい

ると、12桁が。表には、名前とか住所とか、有効期限、生年月日、それから僕はちょっ

とよくわからないのですけど、サインパネル領域というのが何かあって写真があると、

それで、ネットなどを見ると、この個人情報に記載されているものは、個人番号カード

は身分証明として使えますとあります。ところが、ここに書いてあるのは、身分証明と

して使えるけども、表は見てもいいけど、裏は見ちゃいけません。さらに、コピーとっ

ちゃいけませんというふうに書いてあるのです。そうすると、行政では、提示をして、

公務員の皆さんですから、裏見たりすることはないかもしれませんけど、裏見るでしょ

うけど、ＩＣチップのカードも使って。ところが民間の方は、裏見ると思うのですよね、

番号。でないと、誰が誰なんかわかんないですから、このあたりは、どういうふうに、

市民に尋ねられれば、お答えすればいいのか、御教示願いたい。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 現在、まだ国のほうから正式な通知というのはいただいておりませんけれども、情報

によりますと、そういったあたりがマスキングできるとか、コピーをしたとしてもそう

いう重要な情報等については写らないようなケースが配布されるというようなお話もご

ざいます。 

○西村委員 

 始まってみて運用すれば実務ですからだんだんわかってくると思うのですけども、政

府の広告の中にも、個人カードでさまざまなサービスが受けられます。ＩＣチップに記

憶された電子証明を用いてｅタックスなどの申請ができると。これは税務署のことです

からいいのですけど、図書館で利用書や印鑑証明書が自治体の条例化でサービスができ

ると。その先にはコンビニなんかでも住民票が取得できるというようなことがあるので
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すが、市のほうでは今どういうサービスを考えていらっしゃいますか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 ＩＣチップの空き領域を利用して、そういった制度を展開することができるというよ

うなことでございますが、こちらは直接マイナンバーを読み取ってということではなく

て、あくまでマイナンバーカードのチップに空き領域があるので、そこを利用してとい

うことになります。現状、光市では、具体的にこういった業務で取り扱いたいというよ

うなことは当然、システムの費用もかかりますし、現状では具体的な検討というのはい

たしておりません。 

○西村委員 

 先行する委員の方からも、このマイナンバーの制度に移行することで多額な経費がか

かるという御指摘がありましたが、実はこの多額な経費がかかることで仕事がふえたっ

ていう企業もあるわけですから、一概に経費がかかるからといって、それは社会的に悪

ではないと私は理解しているのですけども、条例行為が必要になるとは思いますが、光

市では印鑑証明書で本人以外の方に交付をして裁判で負けたこともありますので、住民

票あたりまではいいと思うのですけども、印鑑証明書などは慎重に考えていただきたい

と思います。ただ、カード社会ですから、私どもの財布の中にもいろんなカードが入っ

ていて、いろんなカードでサービスを受けられるようになっていて、もうどれがどれか

わからないという状況にもなってきています。このマイナンバー制度は、登録をすると

きに、４桁の数字と、マイポータルログインＩＤとパスワードの発行の際に登録をしま

す。何のことかさっぱりわかりませんけど、４桁の数字と６桁の英数字の組合せの２種

類が必要です。ここは具体的にはどういうイメージなのか説明をしてもらえますか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 パスワードに関する御質問でございます。窓口でカードを受け取ります際に暗証番号

の設定が必要になりますが、利用目的別に最大で４つの暗証番号が必要になります。署

名用電子証明書用というのと、利用者証明用電子証明書用、それから、住民基本台帳用、

それから券面事項入力補助用というものでございます。電子証明をカードに加えない場

合は、その分は不用となりますけれども、先ほどおっしゃられましたように、４桁の数

字と、それから６桁から16桁の英数字ということになります。それぞれ、電子証明用と

いうのは先ほど御紹介もありましたようにｅタックスであったりとか、あと利用者証明

用はインターネットとかでマイナポータルというサイトが、マイナンバーの制度にあわ

せて新しくできるんですけれども、こちらのほうでは、自身のマイナンバーがどういう

ふうに提供されたか、どういうふうなことで利用されてるか、パソコンとＩＣカードの

リーダーが必要になりますけども、それのセットがあれば、そういった情報も自身の目

で、自宅のパソコンで確認ができたりするようになる、そういったときにログインする

ためのパスワードであったりとかというようなもので幾つかのパスワードが設定が必要

になっております。 
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○西村委員 

 ちなみに、パスワードは、受け取るときに必ず設定しないといけないのですか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 先ほどお答えしましたけども、電子証明とかというものをカードに加えない場合には、

電子証明用のパスワードというのは必要なくなったりというようなことはございます。 

○西村委員 

 私は電子証明なんかわかりますけども、電子証明というのは、平たく言うと、どうい

う場所に使われる機会が多いんか説明してもらえますか。 

○松村行政改革・情報推進課長 

 先ほども御紹介ありましたように、ｅタックスの関係、それから、文書を伴う電子申

請ということで、具体的に。（「それでいいです」と呼ぶ者あり） 

○西村委員 

 もう少し時代が進まないと、あるいは世代が変わらないと、こういうデジタルでのい

わゆる申請とか、証明とか、確認とかいうのは、当たり前にならないのかもしれません。

ただ、カードを申請で、真面目に取りに来る人は、恐らく年配の方だというふうに思わ

れますので、そのあたりは、これは交付のときにお願いしますけども、もうちょっと簡

単に御説明して、それから、カードに間違えても番号を書かないように、暗証番号を書

かないようにしないといけないのかなというふうに思います。縷々、お願いしましたが、

ほかにも、休み時間に聞いちゃいましたので、これで終わりにしますが、とにかくやっ

てみましょう。 

・・・・・・・・・・・・休 憩・・・・・・・・・・・・ 

○四浦委員 

 ８月の24日に議会の全員協議会で説明いただいた光市総合戦略の中間案について、時

間もちょっと配慮したいと思いますので、あれこれというのではなくて１項だけ。５

ページと14ページ、産業振興と雇用の創出ということで、基本戦略と具体的な行動計画

という記載がありました。ちょっと私が、見ようが悪いんかもわかりませんが、この間、

ショッキングな出来事であるが、同時に苦い経験の中から新しい教訓も生み出したと思

う、シルトロニックジャパンの光工場の閉鎖と全員解雇という経験がありました。その

問題が余り頭に置いておかれないで、こう言うたら失礼ですが、この文書ができたので

はないかと思いますが、何か、私が見落としたのでしょうか。どこぞに、今の項目の中

に出ているのでしょうか。どうでしょうか。 



48 

○岡村企画調整課長 

シルトロニックジャパンの教訓を踏まえて、失業者対策とか、そういうものが入ってな

いのではないかという趣旨のお尋ねということでお答えしたので。 

○四浦委員 

 文字どおり産業振興と雇用創出というテーマでいかがかと聞いているのです。 

○委員長 

 四浦委員、もうちょっとわかりやすく簡潔にお願いいたします。 

○四浦委員 

 簡潔過ぎてわからなかったのではないかと思うのですが、実は、企画のほうで毎年実

施する市民アンケートでは、重要度は高いが、達成度といいますか、それは低いという

代表格になっているのが雇用と企業誘致の問題だというふうに私は受けとめとるのです

が、こういう雇用の問題でいうならば、雇用が失うという面も現実にあったわけだし、

これからもそういうことがある可能性があるから、それに対応する項目が必要では、な

かろうかなと、サブ項目として、というふうにお尋ねをしているのです。 

○岡村企画調整課長 

 このたびの総合戦略、国のまち・ひと・しごと創生法の趣旨に沿ってこの辺の策定も

しておるわけなのですけれども、その中で、仕事というものの一つの考え方として、地

域における魅力ある多様な就業の機会の創出というようなことが示されております。こ

ういった観点を持って進めておりますので、確かに委員さん仰せのように、その辺の失

業対策といったものについては、現時点、この総合戦略の中では視点が薄いのかなとい

うふうな思いはございます。このあたり、現在の総合計画、後期基本計画のほうでも、

雇用対策、あるいは離職者の生活支援対策、これは当時の経緯を踏まえてだろうと思う

のですけれど、こういうこともうたってきた経緯もございます。この中で就業について

足りない分は、そういったところでまた補っていくようになろうかと考えております。 

○四浦委員 

 今なぜこの質問をするかと言いますと、８月の全協の中では、10月末をめどに最終案

をまとめたいということですから、ぜひつけ加えていくべきでは、なかろうかなという

ふうに。全体を網羅してこの企画を進めている、政策企画もこのテーマだと思いますけ

れども、それは具体的には経済部に手を出してもらうということもあり得るでしょうが、

企画が音頭をとらないと、私にとっては、落ちているサブ項目についてはなかなか入っ

てこないのではないか。ぜひ検討を願いたい。例えば、人口減少というのは、日本だけ

突出して起こっとることだけでもなくて、欧米等にでもこの傾向は大いに見られるわけ

です。フランスあたりがこれをやっていますよ。撤退する企業に対して、国としてどう

いう方針を持っているか、それは地方自治体が方向づけを持っていても構わないと思う
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んですけども、私の記憶ではシルトロニックジャパンが工場閉鎖をするというときに、

やっぱり、その離職する人たち、今まで従業員だった人たちに対する再雇用の道を閉鎖

する会社、工場そのものがそういう用意をしなかったと思うのです。フランスはそうい

うふうに発しております。人口減対策の一つとしても、そんなことを含めて、今フラン

スの真似をしましょうという提案じゃないですよ。そういう項目は１項起こしていくべ

きでは、なかろうかなというふうに思っております。あんまり言いっぱなしだけじゃ面

白くないですから、いかがお考えかお聞きしたいと思います。 

○岡村企画調整課長 

 そのあたり、基本となります国の一定の方針とかもあろうかと思いますので、そうい

う中で、この雇用とか、産業の中でどういうものを網羅すべきか、そのあたりは確認の

上で判断をさせてもらえればというふうに思います。 

○四浦委員 

 この中には、生き生きと働く光の仕事、商工業元気戦略というタイトルに見られます

ように、これから雇用を拡大するということについては書いております。ただ、触れた

くないかどうかわかりませんが、雇用が失われる、しかも規模が一定の規模で失われる

というようなことについては、ほとんど付言してないと思いますので、ぜひ検討を深め

ていただきたい。終わります。 

・・・・・・・・・・・・休 憩・・・・・・・・・・・・ 
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３ 市民部関係分 

 （１）付託事件審査 

  ①議案第63号 光市税条例等の一部を改正する条例 

説 明：田中市民部次長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

  ②議案第64号 光市手数料条例の一部を改正する条例 

説 明：田村市民課長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

  ③議案第65号 （仮称）室積コミュニティセンター整備工事（建築工事）請負契約

の一部を変更することについて 

説 明：縄田地域づくり推進課長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

  ④議案第58号 平成27年度光市一般会計補正予算（第３号）〔所管分〕 

説 明：縄田地域づくり推進課長、藤本生活安全課長、田中市民部次長、田村市民課長 

～別紙 
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質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

 （２）その他（所管事務調査） 

質 疑 

○田中委員 

 済みません、９月３日に地域ふれあい協働隊が結成されたとお聞きしておりますが、

これが一体どのようなものなのか、また、どういった活動をするのかを教えていただ

ければと思います。 

○縄田地域づくり推進課長 

 地域ふれあい協働隊についての御質問でありますけど、地域ふれあい協働隊は、市の

若手職員で構成した隊であり、地域で行われるさまざまな行事に隊員が参加し、地域の

最前線で活躍している方々と実際に触れ合い、ともに働くことで、市民目線で地域の課

題や特徴を把握し、今後の各種行政施策に生かしていくとともに、本市が進める地域と

行政の協働によるまちづくりを効果的に実施するため、職員の協働に対する理解と意識

の向上を図ることを目的に結成したものであります。 

○田中委員 

 地域活動に参加していくということで、本来ならボランティア活動で自主的に参加す

るのが望ましいのかなとは思うのですが、これを機に本当に地域活動に参加していただ

いて、将来的に地域の中でもリーダーシップをとっていただけるような活動につながっ

ていくことにすごく期待するところなのですが、若手職員が地域にとって生き生きと活

動していくというお話で、これは教育所管のほうでフェイスブックページを立ち上げて

情報発信をという部分がありました。それで、フェイスブックの、何でしたっけ、運用

ガイドラインというものができて、市でもフェイスブックページを立ち上げてっていう

ことが可能になってきたっていうので、こういった若手職員の生き生きとした活動をぜ

ひそういったフェイスブックページなんかを使って情報発信していただければ、まちの

活性化にもつながっていくのではないのかと思うのですが、そのあたりはいかがお考え

か、お聞かせください。 

○縄田地域づくり推進課長 

 地域ふれあい協働隊の活動の情報発信の件でありますけど、現在は、活動後、隊員が

作成したレポートを市のホームページに掲載し、本隊の活動状況や、本市の協働施策を
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広く市内外に発信することとしております。委員からのフェイスブックへの掲載という

提言でありますけど、このあたりにつきましても今後検討していきたいと考えておりま

す。 

○田中委員 

 ありがとうございます。ホームページを使って情報発信していくということで、本当

にこの地域ふれあい協働隊には期待をしている部分がありますので、今後とも、何とい

いましょうか、活性化していくような活動をよろしくお願いします。 

 もう１点お聞きしたいのですが、次の項が「やさしいまちのやさしいサービス」とい

うことで、「記念日をありのままで残そうサービス事業」というものがこのたび開始さ

れるということですが、これについても少し内容をお聞かせいただければと思います。 

○田村市民課長 

 「やさしいまちのやさしいサービス、記念日をありのままで残そうサービス事業」で

ございますが、先日、記者発表をさせていただいたところでございます。目的といた

しましては、結婚、出産といった家族の記念日に市からお祝いの気持ちをあらわすこ

とにより、本市に親しみや愛着を感じてもらい、市に対するイメージアップや子育て

世代の定住促進を図ろうというものでございます。 

 事業の概要につきましては、本市に出生届、婚姻届を提出した人に対しまして、オリ

ジナルデザインの記念台紙に届出書をコピーし、保存用の記念ファイルとともに交付

しようとするものでございます。事業開始につきましては、９月28日月曜日から始め

るということで計画をしております。 

○田中委員 

 ありがとうございます。これも民間で出生届とか婚姻届という部分で、ゼクシィさん

とか、いろいろ民間がオリジナルの御当地の届け書をつくったりして取り組む中で、光

市ではオリジナルでこういったものをつくるということで、おっぱい都市宣言している

まちとして本当に温かいサービスで、楽しみにしているところなのですが、これの少し

入札について、入札というか、プロポーザルについてお聞きしたいのですが、今回この

デザインに関してプロポーザルで行ったというふうにお聞きはしておるのですが、この

条件について、どのような条件で行われたのかをお知らせください。 

○田村市民課長 

 条件といいますか、参加資格者ということでよろしいのでしょうか。参加資格につき

ましては、平成27年度の光市物品調達等の競争入札参加資格者名簿、このうち印刷図書

類、一般印刷、それと業務委託、内容としては企画制作、デザイン企画、これのいずれ

かに登録されている業者ということを業者選定の条件としております。 

○田中委員 
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 登録している業者の中から選んだということで、以前、一般質問でも、デザインを生

かしてシティーセールス等を含めて効率的なまちの活性化を行ってほしいというお話を

したことがあるのですが、入札、詳しい話になると、ちょっとここではなくなってくる

のだとは思うのですが、基本的にデザインとかの入札の条件というのはどこが決められ

ているのか。担当所管で決められているのか、それとも入札監理局でしたっけ、何でし

たっけ。（「入札監理室」と呼ぶ者あり）入札監理室のほうで決められているのか、そ

のあたりだけお知らせいただければと思います。 

○田村市民課長 

 今回のこの記念ファイルの作成業務でございますが、この参加者資格につきましては、

市民課でこういう基準で選ぼうということで決めております。 

○田中委員 

 わかりました。そしたら、ちょっとお聞きしてみるのですが、デザインというものを

公募、プロポーザルするときに、やっぱり間口を広げて、個人でデザインをやられてい

る方もいらっしゃるのですが、なかなか年度初めのときにどういった仕事が出てくるの

か、わからないという部分がありまして、登録している業者に頼むところが一番信用も

あって、事務的にも負担が少ないのかなとは思うところなのですが、こういった新しい

デザインを募集するときに、それがきっかけとなって新しい業者の方たちが市にそうい

った公共工事といいますか、市の事業に入ってくるというきっかけにもなればとは思う

のですが、そういった部分で、今はやられなかったということなのですけど、今後どの

ような考えを持っていらっしゃるのか、お聞かせいただければと思います。 

○委員長 

 趣旨、わかりますか。わからない。じゃあ、よくわからないような雰囲気ですよね。 

○田中委員 

 やり直します。失礼しました。プロポーザルで公募という形になるので、せっかくで

すので、こういった新しいデザインの公募とかが出るときに、新規事業者の方がこれ

をきっかけに市のこういった事業にも入っていただいて、業者登録も今後していただ

いて参加していただくようなきっかけになればと思うのですが、今回は登録している

業者にだけということで限定したのですが、そういった部分で、プロポーザルなので

間口を広げて、登録してない業者を応募することができるのか。これ入監なのかな、

わかりにくい。 

○委員長 

 ちょっと所管が外れたかもわかりませんね。 

○田中委員 
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 違いますね。 

○委員長 

 よろしいですか。 

○田中委員 

 はい、わかりました。そしたら、総務のときにお聞きしたいと思います。失礼しまし

た。 

○笹井委員 

 では、２項目についてお聞きします。まず、一つは空き家についてです。一般質問で

もお尋ねしましたが、まだ消化できてないところがありますので、お聞きします。管理

不全の空き家の件数については、同僚議員も含めて、毎議会どなたかが質問していまし

て、その件数を聞きますと、だんだん少なくなっていっているなということは認識をし

ております。ただ、この条例がありますので、条例では勧告とか告示とか命令とかいう

ことも想定されているわけですが、そこに至った事例はあるのでしょうか。 

○藤本生活安全課長 

 今現在、お願い、所有者確認の段階で、命令、勧告等は至っておりません。ゼロです。 

○笹井委員 

 わかりました。そういう法的な手続きはゼロで、ただ件数は減ってきておるというこ

とは、では、職員さんからの働きかけと、所有者の自主的な撤去なり改善なりで、空き

家の件数が減ってきておると、こういう理解をしてよろしいですかね。 

○藤本生活安全課長 

 そのとおりでございます。 

○笹井委員 

 わかりました。私も市内見回ったときに、随分そういった件数が少しずつですけど、

少なくなっていっておるという実感はしております。本当、職員の皆様には大変なこと

だと思いますが、着実な推進をお願いします。 

 ただ、本会議でもありましたように、連絡のとれない方もおられるということですか

ら、これが何件あるのか、そして、これに対しては今後どうされるのか、お伺いいたし

ます。 

○藤本生活安全課長 

 今、調査中の段階を含めて連絡がとれない所有者が３件あります。今後、所有者を特

定できるように再度調査するとともに、不在者財産管理人制度と、あと相続財産管理人
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制度等なども研究しながら、裁判、司法の場で特定していかないといけない事例が出る

のではないかと想定しています。 

○笹井委員 

 わかりました。私も今初めて聞いたような制度も出てきましたし、その辺、私も勉強

不足ですので、もうちょっと勉強していきたいと思います。実際に件数が減ってきてお

りますのは、大変評価をしております。ただ、あとに残った件数ほど難しいのが残ると

思っております。原則は所有者による自己対応が原則で、それができない場合、条例と

いうことになるかと思うのですが、自己対応をお願いしても、なかなか進まない事例も

多くあろうかと思います。条例もつくっておいても結局行使しないと、抜かずの宝刀で

さびてしまうみたいな形になると思いますので、条例による手続きも同時並行というか、

いつでも条例に移行できるような形で両面から進めていきたいと思います。 

 特に、空き家の条例ができて一応、今、１年ちょっとたつわけです。条例があるのに、

結局、周辺に悪影響を与える状態がそのままずっと続いておるということになれば、や

っぱり行政が放置しているのではないかとみなされかねないことも今後出てくると思い

ます。件数は着実に推進していると思いますし、私もできる限りこれは応援していきた

いと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

 次の項目にまいります。公民館とコミュニティセンターについてですが、本議会で、

来年４月１日から公民館は全部コミュニティセンターにするのだというような回答があ

ったかと思います。これ、室積については、もう室積コミセンということで建物もつく

っておりますし、そのための、移行のための会議なんかもしておるわけですが、ほかの

公民館からすると、随分何か急ピッチで、本当にそのとおりいくのかなという、私、疑

問を持っていますのでお尋ねします。公民館ごとのコミュニティセンターの移行につい

ての周知と取り組みの状況は、どのようになっているのでしょうか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 公民館からコミュニティセンターへの移行についての周知方法でありますけど、まず

８月28日に開催しました公民館長会議におきましてコミュニティーへの移行に対する市

の考え方をお示しするとともに、現在、各地区の役員等を対象に説明にお伺いする方向

で各公民館と調整中であります。 

○笹井委員 

 周知はされているということですけど、いろいろ公民館ごとに状況とか取り組みとか

も違うと思いますし、今、支所長さんがきょうおられるので、そこら辺、詳しい話が聞

けるかなと思ったのですけど、その辺は支所長さんの権限とか業務とは関係ないのです

か。もし答えられれば、支所ごとに状態とかをお聞きできればと思っているのですが。 

○縄田地域づくり推進課長 

 公民館につきましては、地域づくり推進課が所管でありますので、私のほうからお答
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えします。取り組みの状況についてですが、光市の公民館につきましては、以前より、

生涯学習活動の拠点施設というよりも、地域コミュニティー活動、いわゆる地域づくり

や地域交流の活動の拠点施設として活用されてきました。このことから、来年の（仮

称）室積コミュニティセンターの供用開始に合わせ、市内の全12公民館を一斉にコミュ

ニティセンターに移行したいと考えております。なお、コミュニティセンターに移行し

た場合も、特に現状の活用方法と大きく変わるものではありませんので、各公民館の準

備というものも特にないと考えております。 

○笹井委員 

 ちょっとよくわからなくなってきました。公民館からコミュニティセンターになると、

大分業務とか法令とか機能も変わる部分があると思うのですが、その辺はどういうふう

に変わるのか、もうちょっとわかりやすく教えていただけますか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 当然、行政としては条例等の整備は必要になってきますけど、先ほど申し上げました

ように、公民館からコミュニティセンターに変わった場合におきましても、現状の使い

方が、地域コミュニティーとしての活動拠点として活用されておりますことから、利用

の仕方等を含めて大きく変わるものではないと考えております。 

○笹井委員 

 名前だけ変わるということなのですか。それとも、コミュニティセンターになると、

新しくこういうことが、今まではできなかったけど、こういうことができるようになる

と、そういう部分というのはないのでしょうか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 現在の使い方がコミュニティセンターとしての活用をされておりますことから、移行

後においても特に大きく変わるものではありませんが、将来的には有料のイベント等の

貸し出しも可能にしたいと考えておりますので、そのあたりにつきましては、今後、地

域とどういった活用の仕方ができるのかというところを整理していきたいと考えており

ます。 

○笹井委員 

 このコミュニティセンターの移行については、私も一般質問で何回か質問しておりま

して、たしか、そのときの回答で、利益は生まないけれども、有料とかの催事も検討す

ると、これは去年ぐらいの回答であったと思います。ですから、私は、コミュニティセ

ンターになったら、今までは有料催事はできなかったわけですね、ただ、できるように

なると。室積なんかはもう今、建物も変わりますし、そういう話し合いもしていますか

ら、その中でそういう可能性も出てきておるわけですけど。私は、ほかの公民館も、公

民館からコミュニティセンターになったら、その段階でそういうことができるようにな
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るものだと思っておったのですけど、そういうことはできないのですか。本当に名前が

変わるだけで、あとは現状のままで、コミュニティセンターになった後の取り組みとい

うのは、そこから後、考えるということなのでしょうか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 ８月の公民館長会議で市の考え方をお示ししておりまして、次回、10月の公民館長会

議で、もう１回、議題として取り上げ、コミュニティセンターへ移行する方向で進める

かどうかという結論を出したいと思っております。なお、細かいところにつきましては、

今後、各公民館からの意見を聞きながら調整していきたいと思います。来年４月からす

ぐに全て有料のイベント等の開催ができるかどうかというのは、現状でははっきりはお

答えができません。 

○笹井委員 

 現在の状況はわかりました。ただ、私も意見を言わせていただきますが、やっぱり新

しいコミュニティセンターという看板を掲げるわけですから、それはこういうものだと、

今までとはこう違うのだという理念を示した上で、当然名前が変わるときに、その運営

とか取り扱いも変わらないといけないと思っています。名前を変えた後で、「後でまた

みんなで考えましょう」では、何のために名前を変えたのかと、あるいは変わったこと

による体制の変換というのができないまま、看板のかけかえになってしまうのではない

かなと考えております。これについても、私自身はそこら辺の議論がもう各公民館単位

で始まっておるものかなと思って、できれば支所長さんに状況などをお聞きしたかった

のですけど、今の話ですと、まだ地域づくりのほうで所管されておるということですか

ら、これ以上の質問は、これについてはやめますが、また12月あたりでこの今の論点に

ついては追及していきたいと思います。 

 あと、関連で、まだ公民館、聞きますけど、大和地区には今３公民館あるわけですけ

ど、これについて三つのままで行くのか、どうするのか、連携や協力についてというの

がと、私、現状の進捗状況がよくわかりませんので、お伺いします。大和地区について

はどうなっとるのでしょうか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 現在、大和地域は、大和、束荷、塩田の３公民館がありまして、それぞれ地域には、

その土地で長年培われてきました歴史、文化、そして人と人とのつながり、こういった

ものがありますことから、大和地域においては現状のままの形で地域づくりを進めてい

きたいと考えております。 

○笹井委員 

 ということは、先ほどの話をまとめますと、今、大和公民館、束荷公民館、塩田公民

館ありますけど、４月から今のままの体制で三つがコミュニティセンターという名前に

なって、そのまま継続されると、４月から当面、直近で見れば、そういうことというこ
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とでよろしいですか。 

○縄田地域づくり推進課長 

 はい、そういうことです。 

○笹井委員 

 もう意見だけ言いますけど、やっぱり名前が変わるというのは、私は物事に取り組む

ための一つの節目だというふうに考えております。この機会に、やはり今までの問題点

などを改善する取り組みがあってこその名前変更だと、名称変更だと思っておりますの

で、またその点から質問、追及していきたいと思います。 

 終わります。 

○四浦委員 

 私のほうから１点、国民健康保険についてお尋ねします。本会議の一般質問、同僚の

やったもので、私が聞き漏らした部分もあるかと思いますが、平成27年度から低所得者

が多い自治体に対する財政支援を拡充し、毎年1,700億円投入というふうにありました。

次年度からまた額が変わるようでありますが。それは光市には幾ら投入されてきたかと

いうことと、じゃあ、国の負担金が国民健康保険会計における比率として何％から何％

に変化したかというのがわかれば、教えてください。 

○田村市民課長 

 当初予算で保険基盤安定繰入金の保険者支援分の増額がという御説明をさせていただ

きましたが、光市においては6,000万円程度であろうと、当初予算ベースで6,000万円程

度であろうと。財源といたしましては、４分の３が国・県、４分の１が市の持ち出しで、

一般会計から特別会計へ繰り入れるという形でございます。パーセンテージにつきまし

ては、資料を持ちあわせておりませんので困難であります。申しわけございません。 

○四浦委員 

 光市にはいつ入ってきたのですか。今年度も幅が広いから、何月だとかいう表現がで

きますか。 

○田村市民課長 

 ちょっと何月というか、分割で入ってきたように思いますが、今までも入ってきたも

のの金額が拡充されたという形で御理解いただければと思います。 

○四浦委員 

 御承知だったら教えてほしいのですが、国の投入の1,700億円というのは全国を押し

なべて、全体でということになりますが、国の負担分の何％程度になるかというのがお

わかりでしたら、教えてください。 
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○田村市民課長 

 数字を出すのが困難であります。 

○四浦委員 

 少額ではあるがという言い方をしたいようなものではあるのですが、国の国庫負担が

ずっと下がり続けたということから、国保の会計がどうしても被保険者並びに地方自治

体に負担がかぶさってくるというふうなこと、あるいは所得の低い人が加入している関

係もあって、払いたくても払えない人がふえてきていると、続出しているというふうな

ことも若干国が理解をして、こういう措置もとってきたと理解はできるのですが、角度

を変えますが、たしか国保基金が今年度末で４億円強になるであろう試算してるという

ふうに、何千万とか何千何百万というところを私はちょっと聞き漏らしたんですが、そ

ういうふうになっている、ちょっと詳細の数字を教えてください。 

○田村市民課長 

 ６月議会の補正の議案の中で申し上げたところでございますが、６月補正時点で、今

後補正がなければ４億7,000万円程度の基金であろうということでございます。 

○四浦委員 

 従来から、さっきも触れましたが、払いたくても払えないという人たちが出て、収納

対策も大変な措置がとられるというふうなことだったのですが、この基金を活用して、

改めてちょっと本会議にも出たなって、こう記憶をしとるのですが、同じような質問に

なるのですが、国民健康保険税の改正を検討したいというふうに述べられたと思います

が、そのように受けとめてよろしゅうありますか。 

○田村市民課長 

 部長答弁で申し上げましたとおり、可能性について検討したいということでございま

す。 

○四浦委員 

 私のメモには「可能性」って書いていない。そうでしたっけ。まあ鋭意検討してみて

ください。 

 終わります。 

○西村委員 

 済みません、予告しておりますので質問します。政策企画部でもマイナンバーのこと

をちょっとやりとりしましたが、マイナンバーの個人カードの申請について、理解を深

めるために幾つかやりとりをさせてください。 

 一つは、政策企画部では、これは個人カードというのは義務なのですかと、申請をし
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てもらうのはと、それは義務ではありませんと、この10月以降に届く書留の中にマイナ

ンバーの通知カードというのがもうありますと。だから、既に、申請しようが、しまい

が、カードがあろうが、あるまいが、お一人一人に背番号が振られると、背番号じゃな

かった、マイナンバーが振られるということが理解できました。 

 そうすると、10月以降に、私たちはよく尋ねられるのですが、何か変な郵便が来たよ

と、新手のオレオレ詐欺じゃないかというふうに聞かれたりすることもままあるのです

が、これはもし個人カードが必要でない方、年配の方で、もうややこしいからと、そん

な暗証番号なんか覚えられんしという方がいらっしゃれば、そのカードのですね、ピリ

ピリッと割いて小さなカードにできると思うのですが、その番号だけをきちんと保管し

といて、返送用の返信封筒を使った個人カードの申請というのは写真をつけて出さなく

てもいいということですか。 

○田村市民課長 

 おっしゃられますように、個人番号の通知カードですよね、これは全ての世帯、全て

の市民の方にお届けするよということになっております。個人番号カードの話をされた

と思うのですけど、今後どういうサービスが出てくるかのあたりは、今時点、私のほう

も持っておりませんが、必要なければ、当面ですね、通知カードは大切に保管していた

だきたい。先ほど議案で申し上げましたように、再交付になりますと、また500円とい

うお金がかかりますので、大切に保管していただきたいと考えております。 

○西村委員 

 わかりました。じゃあ、当面必要のない方については、自分の番号をきちんと書いて

あるカードに、通知カードですよね、通知カードで保管をしといて、また御入り用にな

ったとき、これは期限があるのですか。初回であれば、いつでも無料というふうに説明

してもいいですか。当面は要らないけど、すぐに来年の１月１日以降にね、僕らだった

たら、１月にはもうもらえるように郵便で出しますわね。だけど、当面必要のない方、

１年なりと２年なりと終わって、ああ、でもやっぱりいろいろ税金の申告のことを考え

たら、これがあったほうが便利だいと。というのは、何でしたっけ、認証、証明、身元、

身元じゃない、何だったか、暗証番号があってね、意思表示をする署名の分があります

よね、そういうのがあれば簡単にｅ─Ｔａｘなんかできますよというふうなのだから、

やっぱりやろうというときには、年数がたっても初回は無料でいいですか。 

○田村市民課長 

 初回につきましては無料というふうに聞いております。 

○西村委員 

 ただし、勘違いしちゃいけないのは、これは市役所が発行するのではなくて、実は政

府のほうが発行して、こっちに送ってきたのを交付するという手続きになるのですよね、

個人番号カードは。 
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○田村市民課長 

 個人番号カード、通知カードも含めてでございますが、市が地方公共団体情報システ

ム機構というところに委託して、カード関連の事務、カードをつくっていただくという

ことでございます。発行者でいえば、光市が発行するという形になります。 

○西村委員 

 わかりました。そうすると、受け取る際に必要なものは、もちろん通知カードは必要

でしょうし、それから何かほかに必要なものがありますか。 

○田村市民課長 

 個人番号カードでございますが、申請、個人番号カードの申請、これ地方公共団体情

報システム機構のほうへ郵送なりで送っていただくわけでございますが、カードができ

ましたら市の窓口のほうに届きます。市のほうは、交付通知といいますか、はがきを送

らせていただいて、持ってきていただくものとしては、先ほどおっしゃいました個人番

号通知カード、それと住基カードを発行されている方については、住基カードと引きか

えになりますので、住基カードも持ってきていただく。あと、本人確認書類として、住

基カードなり、免許証、パスポートなどの写真がついたものであれば１点、そういうも

のがなくて、健康保険証とか年金手帳とか預金通帳等しかない場合は、２点、本人確認

のために書類を持ってきていただくような形になります。 

○西村委員 

 わかりました。お金も実印も要らないということですね。要るのは通知カード、交付

通知書、それから本人が証明できる免許証のようなもの、それと住基ネットの市民カー

ドを発行されている方は、交換なので、それを持ってこないといけないということです

ね。わかりました。 

 それで、御年配の方で、各支所あるいは出張所なら取りに行けるのだけれどもと、何

月何日に行くから室積の出張所で受け渡しはできないかという相談があったら、どう答

えればいいですか。 

○田村市民課長 

 受け取りというところでございますが、暗証番号の設定、これが必要でございます。

暗証番号の設定できる機械につきましては本庁しかないということでございますので、

御足労ではございますが、本庁のほうに御来庁いただきたいと思います。 

○西村委員 

 わかりました。そしたら、そういうふうに聞かれたら、僕が連れて行ってあげるから

と言って、本庁に連れてきたらいいわけですね。それも、１月１日以降、来年からにな

りますかね。 
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○田村市民課長 

 10月から個人番号通知カードのほうが各世帯に配られるわけですが、これは全国ほぼ

全ての自治体が、先ほど申しました地方公共団体情報システム機構のほうに委任してお

りますので、届くタイミングについてはちょっと不透明な部分がございます。当面、市

から皆様のほうに交付通知のはがきが届きましたら、市役所のほうに来ていただければ

というふうに考えております。 

○西村委員 

 わかりました。物がないので、言葉だけですから、よくわからない部分もありますけ

ども、何せ10月からはマイナンバーのいわゆる書留がおうちに届くと、それも４人家族

がいれば４人届くということになりますね。もし住民票があれば、不在の家族がいれば、

その住民票を目当てに届くということになるということで、よく理解ができましたので、

以上で質問を終わります。ありがとうございます。 

○大田委員 

 済みません、今ので、マイナンバーでもう一遍お聞きしたいのですが、全市民に知ら

せると今言われたのですが、例えば独居老人で住民票は光市にあって長期病院に入院し

ている方とか、独身で光市に住所があって海外に３年ぐらい出張しているとかいう場合

なんかは、どうされるのですか。 

○田村市民課長 

 やむを得ない理由で住民票の住所地で受け取ることができないという形でのお話をさ

せていただきますが、現在、ホームページや８月25日号の広報紙でも周知しておるとこ

ろでございますが、居所情報の登録申請というのをしていただいて、市のほうに返戻が

少なくなるような形のものを行っております。例えば病院とか福祉施設ですよね、こう

いうところに、要は独居でおられる方がそういう施設に入所されておられれば、誰も受

け取る方はおりませんので、「私、今ここにいますよ」という書類を市のほうに出して

いただいて、市からそちらのほうへ送付するというような形はとっております。 

○大田委員 

 そういうふうな病院におられる方だったら、病院のほうから「ここにおられますよ」

という連絡が来るかもわかりませんが、会社で長期、３年ぐらい行っている、ことしの

３月ぐらいから３年ぐらい行っているという場合なんかは、例えば連絡しようがないと

思うのですが、そういう場合はどうされるのですか。 

○田村市民課長 

 個別の状況については、当然、市のほうで把握できるものではございませんので、国

が制度の周知とかも図っておりますし、不明なことがあれば問い合わせをしていただき
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たいというところでございます。 

○大田委員 

 なるだけ、ないようにしてください。 

 それから、先ほど同僚委員が空き家条例のことについてお聞きしたのですが、今現在

のところ、勧告やらとかいうのは全然ないと言われたのですが、実際に倒壊の危険性が

ある建物があるわけですよね。それなんかも今現在そのままなのですが、そういうよう

な場合は、どういうふうにお考えで、どういうふうに対応されておられるわけなのです

か。 

○藤本生活安全課長 

 今まで粘り強い交渉でお願いをしておりました。しかしながら、相続人さんそれぞれ

の方も理由があり、相続人も多数という中で、まだ一向に片づいてない状況であります。

今後は、空き家対策特別措置法の中に「特定空き家」光市の条例では、「管理不全な状

況の住宅」という住宅であります。この特定空き家を選択することによって、基本的に

は行政代執行の要件を備えるという話で、本来、行政代執行は義務者が義務を履行しな

いと、ほかの手段で義務の履行を確保することが困難であること、あと不履行を放置す

ることが著しく公益に反することがありまして、この著しく公益に反することが特定空

き家に認定することで、認めたことになります。今後は国の特定空き家認定、自主的な

解決策での粘り強い交渉で、行政代執行ができる段取りで問題解決に向けて行く考えで

あります。 

 以上です。 

○大田委員 

 その特定空き家というのに認定されるのは、どのぐらいの期間が要るわけですか。 

○藤本生活安全課長 

 国の条例を一部改正しながら、今後また検討していきたいと思っています。時間的に

は今からまだもう少しかかると思います。 

○大田委員 

 その場合、法定相続人が１人の場合はみやすかろうと思うのですが、それが今、亡く

なって、複数になった場合なんかは、全部、複数の人の承認を得るようになるのです

か。 

○藤本生活安全課長 

 基本的には、全員の承認が必要となります。 

○大田委員 
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 なるだけ隣の家に倒壊がしないような早い時期に、よろしくお願いいたします。 

 終わります。 

４ 総務部・消防担当部関係分 

 （１）付託事件審査 

  ①議案第62号 光市退職手当条例の一部を改正する条例 

説 明：太田総務課長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

  ②議案第58号 平成27年度光市一般会計補正予算（第３号）〔所管分〕 

説 明：太田総務課長、梅本消防担当課長 ～別紙 

質 疑：なし 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 

 （２）その他（所管事務調査） 

質 疑 

○田中委員 

 済みません、１点だけお聞きしたいと思います。先日、虹ケ浜のほうで住宅火災があ

ったのですが、そのときに消火栓の上に車が駐車してあって非常に困ったというお話を

お聞きしておりますが、その状況の説明をいただいてもよろしいですか。 

○梅本消防担当課長 

 それでは、火災のときの状況ということでの御質問をいただきました。お尋ねの火災

でございますが、ことしの７月27日、光市虹ケ浜２丁目で発生した建物火災のことであ

ろうかと思われます。状況でございますが、本火災には、光地区消防組合中央消防署か

ら消防車２台と、光市消防団の消防車３台が出動して消火活動に当たっております。こ

のうち、消防団第１分団の消防車が海岸沿いの消火栓を使用する際、消火栓近くの路上
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に駐車車両がございまして、車両を傷つけないように注意しながら消火活動を行ったと

いう報告をいただいておりますが、特に活動に支障があったということは聞いておりま

せん。 

○田中委員 

 ありがとうございます。消火栓という表示の看板、何というのですかね、看板がある

のですが、なかなか気づきにくい状況というのもあって、路面のほうにも色は塗ってあ

るとは思うのですが、そのあたりで今回を機に路面の色塗りを目立つようにするなど、

何かしらの対策が必要ではないかと思うのですが、そのあたりはいかがお考えか、お聞

かせください。 

○梅本消防担当課長 

 再度のお尋ねをいただきました。今、委員からお話がありましたように、消火栓には

通常標識等を立てることによって消火栓の存在を示しておるわけなのですけど、道路が

狭隘であるとか、視認性が悪いような場所には、消火栓の周囲の路面に黄色の塗装で表

示をしております。今回の消火栓につきましては、標識が設置してありましたけど、委

員さんからありましたように、松林の関係で近くに寄るまで目に入りにくいということ

が考えらますので、路面表示等の対応について検討していきたいと思います。 

○田中委員 

 それで、もう少しお聞きしたいのですが、これ、なかなか海水浴場沿いの道というこ

とで、海水浴シーズンにはもうびっしり車が詰るような感じで、なかなか、あってもと

めてしまう方もおられるのではないのかなと思うのですが、所管がちょっと違ってくる

のかもしれませんが、これ警察との協力も必要かと思ってくるのですが、消火栓の上に

もし駐車車両がいた場合に、その車の所有者の方は駐車禁止の切符を切られるのかどう

かというところは、わかれば教えてください。 

○梅本消防担当課長 

 駐車違反についてのお尋ねでございます。道路交通法では、消防水利の周辺が駐車禁

止になっております。消火栓の場合ですと、消火栓から５ｍ以内の場所が駐車禁止場所

となりますので、該当の場所に駐車している車両というのは、これは取り締まりの対象

になろうかと考えられます。 

○田中委員 

 わかりました。それでは、５ｍ以内が駐車違反になるということで、特に海水浴場沿

いの松林沿いのところには大胆な色塗りも必要なのかなと思うところでもありますし、

また、これ警察とか自治会等とも協力しながら、ふだんから駐車している車には反則切

符を切ってもらうなど、何かしらの対策が必要ではないかと思いますので、そのあたり

は本当に火災、今回起きて、すごいびっくりしたのですが、本当に一秒を争う消火活動
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をしてくださっていると思いますので、ぜひ自治会とか警察とも連携して対策を練って

いただければと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○笹井委員 

 では、３項目お伺いします。一つは防災関係、ハザードマップ関係で、６月の議会で

質問したことについて、事実関係だけちょっと確認させていただきたいと思います。今

のハザードマップには峨嵋山への避難が全く想定されてないわけですが、峨嵋山へ避難

するためにこの避難道路を整備してほしいという要望を地元自治会から市当局は受けて

ますでしょうか。 

○中尾防災危機管理課長 

 本年４月19日に行いました津波ハザードマップの出前講座等におきまして、山根町自

治会から峨嵋山に避難したいとの意見が出され、利用する道の状態が悪いので改善して

ほしいという意見をお聞きしております。 

○笹井委員 

 その２年前に一応峨嵋山への避難路を整備してほしいというのを文書で何か市役所に

出したというのですけど、それは防災危機管理課としては受け取ってないということで

すかね。所管がちょっとはっきりしないので、総務部としてはどうでしょうか。 

○中尾防災危機管理課長 

 今の御質問で、書類を市役所が受け取ったかということに対しまして、恐らくこれは

経済部のほうの所管になるのではなかろうかと思います。 

○笹井委員 

 峨嵋山自体が県の山で、しかも所管は農林事務所の所管ということですから、市役所

の所管でいえば経済部になるのかなということで、だから総務部防災所管としては、そ

れは把握してないというふうに、こちらは理解いたしました。 

 あとは、所管外になりますので、これ以上ちょっと聞きようがないので、次の項目に

入ります。 

 総務にお聞きします。市職員の研修があるかと思います。研修の体系について、どの

世代でどういった研修を受けるのかというのが、そういう理念がありましたら、お答え

ください。 

○太田総務課長 

 どの世代でどういった研修を受けるのかという御質問ですが、階層別研修として整理

してお答え申し上げます。 

 まず、新規採用職員を対象としまして、職員として職務上必要な基礎知識や技法を習

得する研修。若手職員を対象として、柔軟な発想で問題を発見し、その改善策を提案す
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る手法を学ぶ研修。中堅職員を対象とした、論理的思考能力や業務改善能力、政策法務

能力の向上を図るための研修。また、係長級の職員を対象とした、必要な仕事と人のマ

ネジメント能力の向上を図るための研修。さらには、課長級職員を対象とした、必要と

される組織目標の設定と推進、業務マネジメント、部下の人事評価や能力開発等の意識

を高めるための研修などを受講しております。さらに、本市独自の研修とセミナーパー

クで実施される研修の受講によりまして、各階層に応じた能力開発や意識啓発に努めて

いるところでございます。 

○笹井委員 

 わかりました。今、回答にありましたセミナーパークの研修、これは自治研修所にな

るのかなとも思うのですけど、このセミナーパークでの研修というのはどのようなもの

があるのでしょうか。 

○太田総務課長 

 ただいま申し上げた階層別研修のほかに、セミナーパークでは自治体職員としての資

質の向上を図るため、法律などの基礎知識を学ぶ講座を初め、契約事務講座、税務実務

講座などの実務に即した講座、さらには折衝・交渉力講座やファシリテーション講座と

いった基礎能力を高める講座など、27年度においては34の研修が実施されております。 

○笹井委員 

 わかりました。セミナーパークにおける研修は、１日で終わるものと、２日以上連続

して行われるものがあると思いますが、２日以上連続して行う場合の研修というのは、

これは宿泊してやっておられるのでしょうか、それとも２日間、日帰りで行って帰って

おられるのでしょうか。 

○太田総務課長 

 セミナーパークで宿泊を伴う研修につきましては、ほかの自治体職員との親睦を図る

ことを目的に、新規職員採用研修と若手職員研修、この二つの受講者については原則宿

泊することとしております。この二つ以外の研修につきましては、希望者のみが宿泊し

ているという状況でございます。 

○笹井委員 

 希望者のみが宿泊ということですけど、セミナーパークの施設側からは、宿泊が原則

とか、あるいは、できるだけ泊まってほしいという、そういう意向というのはないので

しょうか。もう全部、研修に出す側の任意判断でできるのでしょうか。 

○太田総務課長 

 セミナーパークのほうからそういった要望は聞き及んでおりません。よって、こうい

った形で研修の参加をしております。 
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○笹井委員 

 わかりました。あっちの要望がないのであれば、こっちの自主判断かなと思いますが、

ただ他の自治体との交流を図るためにその若手研修とかは宿泊されると、これは当然だ

し、私はどんどん、それは絶対外せない部分だと思っています。それ以外の研修でも、

私は、別に若手じゃなくても、他の自治体の方と懇親、交流を図るのは大事だと思って

おりますので、できるだけ宿泊でやっていただくよう、ひとつ御検討していただければ

と思います。 

 また研修ですけれども、市の職員がテーマを決めて、こういう分野のこういうことを

見たいのだというふうなテーマを決めて他自治体の研修視察を行うことは可能でしょう

か。 

○太田総務課長 

 視察につきましては、各所管課が予算要求を行いまして、目的や視察内容、場所等を

審査した上で予算が配当され、視察に行くこととなります。よって、他自治体の視察を

行うことは可能でございます。 

○笹井委員 

 わかりました。予算要求した、予算がついた上で可能ということですけれども、それ

はどこの課でも大体ある程度の予算というのはついとるのでしょうか、それとも課によ

って、ついているところと、ついてないところがあるのでしょうか。 

○太田総務課長 

 予算要求時に必要に応じて精査しておりますので、ついているところも、ついてない

ところもございますが、加えて説明しますと、総務のほうで先進地視察等の予算をとっ

ております。これにつきましては、各所管のほうから具体的な申請を受け、行くべき視

察であると考えた場合には、この予算のほうから視察に行っている状況でございます。 

○笹井委員 

 わかりました。予算で各課がとったものに加えて、総務のほうで先進地視察の予算も

あるということで、それは機動的に対応できるのかなと思います。 

 研修に行ける人のことをお聞きするのですけど、これ、行ける人というのは例えば係

長級以上とか、そういう縛りがあるのか、それとも、その担当であれば若い人でも行け

るのか、その辺はどうなっているのでしょうか。 

○太田総務課長 

 内容によって管理職が行く場合が適切な場合あるいは係長級が行くことが適切な場合

など、視察内容によって対象者は当然変わってくると思いますが、若手職員など、業務

の直接的な担当者が視察に行くこともございます。若手職員が行くべきと判断するもの
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は、若手職員が行くべきというふうに考えております。 

○笹井委員 

 業務の内容とか、そのときの必要性によって変わるかと思いますが、特に他自治体へ

の研修視察は大変勉強になりますので、私としてはぜひ若手職員の人を行かせていただ

くよう御判断をいただきたいと思います。管理職の方はそれなりの責任もありますが、

ただ長期的な光市の中のノウハウの構築とかを見ると、やはり若手、２人で行くときは

やっぱり世代を変えて、若い人をできるだけついて行かせてあげると、勉強させてあげ

るということが、将来的な光市政の繁栄につながるというふうに思っております。 

 最後の項目、ちょっと人事についてお聞きしますが、ことし、人事の異動表なんかを

見ると、年度途中の人事異動が多いような気がするのですが、理由はありますでしょう

か。 

○太田総務課長 

 人事異動のお尋ねでございます。組織や各職場によって、それぞれ解決すべき問題、

課題点が発生した場合に、年度途中にはなりますが、解決のために人事異動を行ってお

ります。 

○笹井委員 

 一般論ではなくて、私は、今年ちょっと多いのではないかという疑問を持っておりま

すので、回答としては、いや、多くないのだというか、もしくは、こういう理由で多い

のだというふうに、質問に答える形で御回答がいただきたいのですが。 

○太田総務課長 

 27年の９月異動も行っております。これにつきましては、夏の大きな業務が終了した

ことに合わせて退職職員が出たことが要因でございます。 

○笹井委員 

 わかりました。ジャンボリーがありましたし、それが終わりましたので、それの関連

の異動があるのかなというふうに私としては認識しました。 

 ただ、ちょっと聞くのですけど、職場の在籍期間が１年に満たない間に、かわると。

例えば３年と半年でかわるとかいうのは、いろいろあると思うのですけど、１年にも満

たない間に職場をかわっとる異動というのが今回あるのではないかと思うのですけど、

どうですか、これありますか。 

○太田総務課長 

 市組織全体を見通した中で、在籍が１年未満であってでも異動することはございます。 

○笹井委員 



70 

 一応「ありますか」と聞いていますので、あるか、ないか、どっちらかで答えていた

だければと思うのですが。 

○太田総務課長 

 ございます。 

○笹井委員 

 私は、やっぱり人事というのはそのときの必要性によって当然フレキシブルな人事も

必要だと思いますけど、一方で、ある程度きちんと、特に若手職員というのは最低２年

ぐらいじっくり勉強させて、また次の職場に送り出すというようなことが必要だ、そう

いう安定性が必要だと思っています。今回、ジャンボリーのせいだろうと思いますけれ

ども、何か随分短い異動があるようでございまして、これは私としては、あんまり市の

長期的な人材育成のためによくないのではないかなと思っております。その辺、いろん

な年年によって事情が異なりますので、一概には言えないところもあるかと思いますが、

若手の方が安定して仕事を覚えられるような体制づくりに努めていただきたいと思いま

す。 

 終わります。 

○四浦委員 

 私のほうは１点だけお尋ねをいたします。職員採用試験についてお尋ねしますが、前

半がというか、去年あたりの例で見ると、１回目の試験がもう既に終了をしているよう

でありますが、この試験に当たって、以前と変わりはないと思いますが、選考委員はど

ういう方がやられておりますか。 

○太田総務課長 

 上級行政、土木、保健師、保育士、さまざまな採用がありますので、ここでは上級行

政一般でお答えさせていただきますと、面接官ということでお答えをさせていただきま

すと、面接は個別面接と集団面接がございます。まず、集団面接におきましては、市長、

副市長を含め部長級で約11名程度で集団面接を行っております。次に、個人面接につき

ましては、まずは最初の個人面接は、総務部長を初め各所管の部長が出て面接をしてお

ります。人数的には、そのときの状況によって若干異なりますが、全体で５名程度の面

接官で試験をしております。 

○四浦委員 

 話が前後しましたが、１次試験については筆記試験だと思いますが、どういう形で運

ばれますか。 

○太田総務課長 

 これもいろいろありますので、上級行政の一般で申しますと、１次試験は、教養試験
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と適性試験と課題式論文でございます。 

○四浦委員 

 教養試験、適性試験というのは筆記試験でありますか。 

○太田総務課長 

 そのとおりでございます。 

○四浦委員 

 以前、相当古いものなのですが、議会本会議の議事録を持ってきておるのですが、面

接のほうは過去には５人でやられている。選考委員は、市長、副市長、これは当時です

から収入役、総務部長、人事課長及び人事研修係長、６人になっていた時期もあったよ

うですが、今の形になったのはいつからですか。 

○太田総務課長 

 今の現在の面接形式になった年度でございますが、申しわけございません、承知して

おりません。 

○四浦委員 

 そうしますと、簡単に聞きましょう、上級で１次試験、今年度もう実施済みのもので

よろしゅうございますが、実施済みの上級試験で１次試験の合格者は何名か、なお最終

的な合格者は何名か、それがわかれば教えてください。 

○太田総務課長 

 27年度の１次募集の上級行政一般でお答えしますと、受験者数44名に対して１次合格

者は19名で、２次の合格者は５名となっております。 

○四浦委員 

 上級で１次試験で19名が合格ということで、固有名詞などは全く関心がありませんか

ら、そういうものはお尋ねするつもりはありませんのですが、１次試験の合格者と２次

試験の合格者について少し気になることがありますから、これの順位をお尋ねしたいと

思うのです。２次試験５名合格者は……、まず、これを聞きましょう。１次試験の合格

者の順位は１位から19位まで、例えばこれで見ると、Ａ1003とかいうのが出ております

わね、その順位は決まっているわけですか、１次試験の。──ちょっと聞き方が悪かっ

た。１次試験の順位を把握はされていらっしゃいますか、19人の順位。 

○太田総務課長 

 １次試験の合格者につきましては、受験者の上位から19名でございます。 
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○四浦委員 

 Ａの1003が１位で、Ａの1004が２位でとかいうふうな形で順位はわかっているわけで

すね、受験番号では。ねっ、そういうことですね。はい、うなずかれました。そうしま

すと、２次試験の５名ですね、５名と言われましたが、その中で１次試験の５名の方の

順位を、順位上のほうから言ってみてください。 

○太田総務課長 

 受験者の個別の成績を個別にお示しすることはできませんが、１次試験で上位だった

者であってでも、その２次試験の成績いかんによっては順位が上下いたします。一定程

度点数をとった者を１次合格者としておりますが、２次試験においてはグループ討議及

び発表、それと個別面接において合格者を決定しておりますので、１次試験と２次試験

の成績を勘案して合格者を決定しているということでございます。 

○四浦委員 

 私がね、わざわざ固有名詞は全く関心がありませんと前段で申し上げたのは、それは

そういう意味があるのです。固有名詞を言うていただく必要はないし、それから、ここ

に書いている受験番号で言うていただかなくてもいいですよ。全く質問に答えてないで

すね。これは答えられると思うのですよ。２次試験の合格者５名が１次試験で例えば１

位であった、２位であった、３位であった、４位であった、５位であった、上から５番

目をとったということもあるかもわからないし、そうでないケースもあるだろうと思い

ますから、１次試験の順位をお教えいただきたいというふうにお尋ねしたのです。それ

には全く答えてないから、もう一度お尋ねします。 

○委員長 

 今の質疑、質問には非常に回答ができないでしょうけど、できないと思いますが。 

○四浦委員 

 そんなことないです。それじゃあね、ちょっとかみ合わんから、できない理由を言う

てみてください。 

○太田総務課長 

 個人情報につながることでもありますので、答えは御容赦願いたいと思います。 

○四浦委員 

 私は知らなかったと思うね、それは。受験番号を言うたら個人の、何といいますか、

固有名詞、誰々さんということがわかるという仕組みになっているとは、私はつゆ知ら

ずということで質問してみたんですが。受験番号で言わなくていいですよ。だから、２

次試験で合格をした、いわゆる最終合格者の５人というのは１次試験で何位でしたか、

５人のうち。１位と３位と５位と12位と18位、そういう形で答えていただいたらいいの
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ですが、難しいですか。それが個人情報に触れるとは到底思えないけれど。 

・・・・・・・・・・・・休 憩・・・・・・・・・・・・ 

○四浦委員 

 選考委員のことについては改めてお尋ねをいたしますが、たしか近隣でも民間を入れ

ている、選考委員の中にね、いうところがあったように記憶します。これはもうずっと

以前やりとりしたときの記憶ですから、正確でないかもわかりませんが、それを少なく

とも県内で調べたことがありますか、選考委員に民間が入っているということについて。 

○太田総務課長 

 民間の選考委員が入っているかということを調べたということは、私の記憶する限り、

ございません。 

○四浦委員 

 私の記憶ではね、下松が２人入っているという、でも、今現時点がどうかということ

はわかりませんが、どれぐらい前なのかね、５年ぐらい前だったかと思いますが、そう

いう記憶がありますし、多分ここの委員会でやっていたと、それはね、思います。ちょ

っと口開きついでですから、副市長は、委員会に、この部署には携わっているから、総

務はなかったかな、記憶はありませんか。 

○森重副市長 

 採用試験にかかわる選考委員の民間からの、民間委員の導入については、少し私も今

のところ把握しておりませんので、御容赦いただきたいと存じます。 

○四浦委員 

 それじゃあ、この件は、先ほどの保留した部分とあわせて、事後に、次の委員会とい

いますかね、そういうときにお尋ねしますから、それまでには時間があるでしょうから、

調べとっていただきたいというふうに思います。 

 それじゃあ、私のほうは終わります。 

○西村委員 

 私の手元には、この27年の18号台風の雨の状況の、これは気象庁が出した、内閣府が

出したものなのですけども、資料があります。それによると、時間で62mm、24時間で

550mmという雨が栃木県や埼玉県に降ったという報告になっております。それで、いろ

んなところでニュースにも出たり、それから映像にも出ましたから、腰までつかったり、

ヘリコプターで救助されたり、災害の状況は、常総市というところで川が決壊しました

ので、皆さんも御存じかと思います。 

 そのあたりのことで、そしたら、うちのまちは大丈夫かいなということで、久しぶり
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に島田川のハザードマップを拝見しました。これ平成15年の８月に発行されていまして、

当時このハザードマップでは100年に１回発生する洪水を想定しと、100年に１回の降雨

とはと、島田川流域で２日間にわたって総雨量が331mmという想定でハザードマップを

つくっております。 

 しかし、そのハザードマップ、改めて見ますと、堤防の決壊のおそれがあるという箇

所は20カ所に上っております。先ほども言いましたように、今どきは思わぬ雨が短時間

に降る、で、その上流で降れば当然下流もということになりますので、恐ろしいなと思

っておるところなのですが、これ踏まえて、危機管理課にお尋ねをしたいのですけども、

まだ９月の10日ですから、日にちたっておりませんけども、市長のほうからも、そうい

うおそれのある場所の点検をしてくださいということで指示があったというふうにも聞

いているのですが、この20カ所の決壊をする場所というのは、防災のほうが中心になっ

て、いわゆる総務からですよね、中心になって各所管で点検をしてくださいというよう

なことは最近されたか、以後される予定があるか、そんなことをちょっとお伺いしたい

のですけど。 

○中尾防災危機管理課長 

 今の御質問にお答えをいたします。点検をしてくださいというようなことは、まだ指

示をしておりません。これから先ということになれば、島田川は県の河川となっており

ますが、県の河川だから、しないということはできないと思います。これにつきまして

は、建設部のほうと、連携をしていくという格好になるのではなかろうかと考えており

ます。 

○西村委員 

 ぜひその連携を深めて、災害の危険のある箇所は立ち回りをしていただきたいのです。

防災のほうはもう御存じかと思いますが、島田川は、上島田の駅から立野の交差点まで、

河川の幅を60ｍから90ｍに今広げようということで、県が用地の買収を、去年か、こと

しからか、ずっとされているというふうに聞いております。で、河川の幅も、この区間

ではありますが、30ｍ余り広がるというふうにも聞いておりますし、それから虹ケ丘の

区画整理をするために河川の土砂を一部取って、そちらのほうに捨てさせていただいた

ということで、河床もかなり下がって、余裕も出てきているというふうには認識してお

ります。 

 それで、ここらあたりはもう１回ちょっと聞きたいのですけども、島田川は県河川で

すけども、いわゆるだんだん小さくなる川、これ、地図見ても、いろいろ小さい川の名

前が書いてございますね、支流にはね。それから、光井川なんかも小さな川、これも県

河川になるのですかね、一応。だけど、その支流のほうにわたっても県が点検をしてく

れる、進んでしてくれればいいのですが、やっぱりうちのまちなので、手分けしてそう

いうことを見回るような体制を防災のほうでも考えていただいたらというのは、今、防

災課のほうには「防災士」という方がいらっしゃるのですかね。 

 私もちょっと、よくこれ認識してなかったので、改めてインターネットで「ウィキペ
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ディア」っていうやつで読んでみたのですが、簡単に言うと、この地域の防災のリー

ダーを養成するというような形で、行政の職員を中心に、かなりの人数が今認定されて

おる、補助もあるというような話を聞いておりますので、ぜひぜひその防災士なんかの

養成し、地域の自主防災の皆さんに御自分の地元の河川の様子なんかをよく点検してく

ださいと。 

 私は実は警察署の裏の太郎丸川をよく見に行くのです。市長も家がすぐそばなのです

けども、実は市長の家から下に行ったところ、警察署の裏、今、ダイワハウスさんが造

成をしましたけども、川がクランクに曲がっていましてね、非常に狭くなっているので、

雨が上で降れば、水かさがぐっと上がると。そこをよくオーバーしたりもするので、危

ない箇所というふうに自分でも認識しています。ですから、そういう意味でも、島田川

だけでなくって、小河川にも手を伸ばして見回りをしていただきたいなと思うのですが、

その辺はいかがですか。 

○中尾防災危機管理課長 

 光井川ですが、これは県の河川になります。こちらにつきましては、県が年に１回、

車上から巡視をするということをされているそうです。その他の河川等については、点

検という名目ではないですが、道路河川課におきまして、現場に行った際に確認をして

いると聞いております。 

○西村委員 

 わかりました。ほかの所管にもまたぎますので、防災のまとめ役ということでお尋ね

なり、提案なりをさせていただくのですが、先立って千坊台の山裾と、全部ぐるっと見

て回ったのですが、砂防ダムが２カ所あって、１カ所はもう草ぼうぼう、１カ所は砂防

ダムの横が土砂が抜けて、何というのですか、ガードレールが１ｍ50ぐらいひん曲がっ

て、はね上がっていたのですよ。すぐ、それは経済部のほうに言って、土木のほうに言

って、立ち回りしてくださいねということでお願いしたのですが、やっぱり人間の目で

手間暇かけてでも見回らないといけないなと。 

 島田川河川なのですが、県ですけども、ぜひ県のほうにお願いしてほしいのは、立野

から小周防にかけては土手に竹が随分あって、竹というのは、しばらくしたらパタンと

倒れて、大きな雨が降ったらザバッと流れる。小野橋とか潜水橋にひっかかって、何と

いうのですか、水が流れなくなるというおそれもあるので、そういうのは定期的に切っ

ていただくとか、こちらのほうで切るとか、考えておいたほうがいいのだろうかという

ふうに思いますので、あわせてお願いをしていただきたいと思います。 

 それと、防災関係ばっかり聞いてあれなのですが、最近ネットを見ると、太陽光発電

の、メガソーラーにかかわらず、山土手とか結構事故が起こっています。どんな事故か

というと、やっぱりそこの場所に、これは和歌山県の事故なのですけども、９月の６日

ですが、山肌にあったところにザッと雨が降って、要は泥が抜けて太陽光ごと流れたと

いうような事案なのです。ただ、太陽光を設置するのは、建築確認法上、建築確認が不

要だったりとか、開発許可が不要だったりとか、森林法で許可が不要だったりとか、意
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外と行政の手の届かないところで、言葉は悪いのですけど、乱開発みたいな形でされて

いるというケースがあります。 

 それで、我がまちでも虹ケ丘で今木を切って、それこそ重機で虹ケ丘側に土手をつく

って、今、余り喜ばしい状態じゃないところがあるのです。それで、防災に言うのもな

んなのですが、この雨水の排水経路をぜひ防災からも確認をしてほしいのです。 

 今これちょっと図面を、これ土砂災害のハザードマップの図面なのですけども、これ

を見ていただくとわかりますが、虹ケ丘に降った雨はこのＪＲの線路をまたいで魚ケ辺

の海に入るようになっています。私が聞いたところによると、その排水路は人の高さで、

ちょうど背丈ぐらいで二つあるというふうに聞いています。ところが、詳しい人に聞く

と、実は４カ所あったんやと。でも、４カ所のうち２カ所は排水がもう滞ったような状

態になっているということだそうです。ただ、市のほうから、きちんとしなさいという

行政的指導や法的根拠で指導ができないものですから、ぜひ防災の観点から、よそのま

ちでも大量の雨が降って集中して水が流れて、これ万が一ＪＲなんかに水が入り込んだ

ら大変なことになるので、排水計画はどのようにされてですかというようなことを働き

かけられないかと。これは土木の観点からじゃなくって、防災の観点からということな

のです。市の職員の方でもこの場所を知っていらっしゃる方はいらっしゃると思うので、

そのあたりひとつ検討してみてください。この点、いかがですか。 

○中尾防災危機管理課長 

 今の御質問は防災の観点からというふうなお問いかけなのですが、ただ、今の状況で

はお答えが難しいのですが。それでよろしいですか。 

○西村委員 

 いいですよ。ぜひ取り組んでください。法律になくても、これ、よその行政の資料を

ちょっとネットで繰ってもらうと、いわゆる協定ということで、市民の生命と財産を守

るために、法律にはないけども、そういう計画を市のほうに届けてくださいというよう

なやり方を福岡市なんかでやっていますよね。ぜひ参考にして。福岡市なんかでは、造

成工事に当たって、雨水が速やかに排水できるように、造成及び、これは側溝、施設を

設けて、停水、滞水しないようにすること、造成地については、雨水・排水計画を作成

し、福岡市と協議を行い工事に着手することなどという協定書をつくったりしています

ので、新たな取り組みとしてぜひ検討してみてください。 

 それで、ちょっと次に質問します。ちょっと消防団のことについて、それと消防のこ

とについてお伺いしたいのですが、災害があったときに、自衛隊のヘリコプターや防災

ヘリが来て人命救助をしていたと。それから、消防士のオレンジ色の服を来た方が、組

み立て式のボートなのか、何か箱型のボートを持っていかれて、おうちに行って人を乗

せられて救助されていたというようなことがあるのですが、うちの消防には、消防団に

もあるかもしれませんが、そういうボートとか、組み立て式のボートとかゴムボートと

か、どれほどあるのでしょうか。 
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○梅本消防担当課長 

 消防の装備についての御質問でございます。ボートに関しては、消防団は保有してお

りません。消防組合のほうでゴムボートを二つ保有しております。 

○西村委員 

 ありがとうございます。組み立て式のボートみたいなのはお持ちじゃないですか。 

○梅本消防担当課長 

 組み立て式のボートもございません。ゴムボートが二つあるのみでございます。 

○西村委員 

 万が一のことがあっちゃいけんので、もう少し買いそろえていただいたらと思います。 

 それと、テレビで、皆さん、よくごらんになったと思いますが、車が水の中につかっ

て動かなくなるというようなシーンをよく見ましたけども、消防や消防団では、あれ多

分エンジンの吸気のキャブレターに水が入って、それでエンジンがとまっちゃうと思う

のですけども、四輪駆動の車でシュノーケルのついている車は保有されていらっしゃい

ますか。 

○梅本消防担当課長 

 消防団、消防組合の車両とも、そういった装備をつけたものはございません。 

○西村委員 

 わかりました。消防署は高手にありますから、つかることはないと思うのですけども、

これは総務に聞きたいのですが、万が一この光の市役所が被害を受けたとき、というの

は常総市さんは市立病院も市役所も全部水につかって、いわゆる本部機能が失われた、

防災対策のですね、そういうときにはやっぱり本部機能は消防署に移るのでしょうか。 

○中尾防災危機管理課長 

 市役所の機能が失われたというお問い合わせと思いますが、その場合には消防署のほ

うに移るようになります。 

○西村委員 

 わかりました。ちなみに、ちょっと行ったり来たりしますが、手元には消防団さんの

資料があるのですが、今、消防団の方は、これは27年の４月１日で524名登録されてい

らっしゃいます。非常に廉価な報酬で、もうほとんどボランティア的な感じで災害があ

れば、火災があれば、お手伝いに来てくれるというふうにお見受けしますが、年間のこ

の消防団員の方の訓練というのはどういうふうにされているのか、お伺いしてもよろし

いですか。 
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○梅本消防担当課長 

 消防団の訓練でございますが、各分団で年間計画的に数回の訓練を行っております。

また、団の幹部を対象にした訓練を年に１回、また消防団全体での総合訓練というのを

年に１回、あと消防団を三つに分けて、それぞれ三つの、それぞれ大隊というふうに呼

んでおりますが、大隊ごとの訓練もこれ年に１回やっております。 

○西村委員 

 ちなみに、団員の方の装備、以前、手袋で、何か切れない手袋、あれ何という素材か

忘れましたけど、そういうのがあったと思うのですが、この常総市なんかで見ると、長

靴を履いて、おけがをされた方がかなりいらっしゃって、消防士の方は編み上げ式の、

何といいますか、安全靴を履かれているのではないかなと思うのですけど、消防団の方

もやっぱりそういう被害によって装備は変えられるように支給をされていらっしゃるの

ですか。 

○梅本消防担当課長 

 消防団の装備でございますが、光市消防団には靴としては編み上げ靴をそれぞれ個人

に貸与しております。それと、防火の切れにくい素材でできた手袋等も、まだ全員には

行き渡ってないのですけど、計画的に今装備をしているところでございます。また、あ

と海辺の地区を管轄する消防団には救命胴衣ということで、こういった形のものも装備

しております。 

○西村委員 

 ありがとうございます。平素余り消防団のこととかお伺いしたことがなかったので、

今回よく調べて、よく概要はわかりました。あしたはまた消防機庫を拝見できるという

ことで、よく拝見させていただきたいと思います。 

 午前中も行いましたけども、教育委員会所管の地域ぐるみの防災キャンプ、ああいう

ものに参加すれば地域の人の顔もよくわかるし、問題点や課題点もいろいろ出たという

ことで、やっぱり平素から、消防士の方に頼りはなりますけども、我々全員がみんな防

災意識を持って取り組むことが大切なのだなというふうに思いました。 

 るる、いろいろお伺いしましたが、以上で質問を終わります。以上です。 

○大田委員 

 済みません、防災無線のことについてちょっとお聞きしたいのですが、今回、チリ沖

地震で光市に高潮が来るという防災無線が放送されたのですが、市民の方から、声がよ

く聞こえないということをお聞きしたのです。それで、聞こえないから家の外に出たと。

でも、それでもよく聞こえないと。何か以前はコンピュータの声で、男性の声が一番よ

く聞こえるから、男性の声でコンピュータの声にしておるとお聞きしているのですが、

市民の方はよく聞こえないと言われているのですが、そこのところ、どういうふうに今

後されるか、お伺いしたいのですが。 
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○中尾防災危機管理課長 

 行政防災無線のことについてお答えいたします。今回、チリの地震に際しまして、放

送を19時と19時30分、２回行っております。19時には男性の声で行いました。それから、

19時30分につきましては、女性の声を使って放送いたしました。今後につきましては、

試験的に、交互に放送させていただこうと考えております。 

○大田委員 

 わかりました。男性の声と女性の声と交互に出すと、じゃあ、どっちかが聞こえるで

あろうと。わかりました。 

 その防災行政無線が聞こえない範囲内の方は携帯電話で、防災メールいうのですか、

あれを出すから、いいのではないかというふうにお聞きしておるのですが、あれは携帯

を持っている方全員じゃなくて、登録している方だけですよね、もう一遍お聞きします

が。 

○中尾防災危機管理課長 

 メール配信につきましては、市のメール配信サービスに登録しておられる方のみでご

ざいます。 

○大田委員 

 以前からお聞きしよって、今ふえている傾向にあるのですか、登録されておる方が。 

○中尾防災危機管理課長 

 今、数字は持っていないのですが、前年度末からすると、少し数字は伸びております。 

○大田委員 

 よく聞こえるように、また登録メールも全体の人が登録されるように市のほうで啓発

運動もよろしくお願いします。 

 終わります。 


